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電話をかける 


親機で電話をかけるときの操作でず。 




受話器を取る 




参スピーカー ホンボタンを押ずと スピーカー 
ホンで通話できます。（陈=2-日ぺージ） 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


031234已己78 


画質懼能遇巧 f 


登岛 


♦まちびい電話を防ぐために「ツー」といラ 
音をおかめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださい。 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 電話びかか6ないとまは （ B を 9-10 ぺージ） 



■ ほ話中やな留中に突然ファクス受信に切0替わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働<こ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信 （ B を10-日 
ページ）を「なし」にしまず。 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとをは 

親機で通話中のときは@、子機で通話中のと 
さはを巧します。 


巧^お知 S せ 

• 表おされる通話時間は已9分59砂までです。 

この時間を超えると日砂から新しくカウントされ 
ふ;^ 0 

• 電話をかけた相手の方がナンバー-ディスプレイ巧 
応の電話機やファクシミ U で、ナンバー-ディスプ 
レイなどのサービスをご利巧のとさは、ご自分の電 
話番号が相手のちに通知（表示）されます。 

通知する/しないは、現在お選びの番号通知ち法 
によって異なります。 



通話時間：1分3日秒 
031234巳巨78 


画質 頃離涅が' I 登を 


親機で電話をかける 


電話をかける 













































電話をかける 


テ機で電話をかけるときの操作です。 





充電器から取って 

ぶ巧す 


嗟: 


♦通話ボタンび点なしまず。 

♦スピーカーホンボタンを押すとスピーカ- 
ホンで通話でをます。ぺージ） 


巧手の方とお話し 
する 


♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 



「ツー」といラ音び 
聞こ文たら 

ダイヤルする 




•まちびい電話を防ぐために、ダイヤルする 
とをは、「ツ ー 」音をおかめたあと、正し 
<ダイヤルして < ださい。 


■ 途中でやめるとまは 

を巧します。 

■ r ピーピ ー J とい5音げ聞こえるとまは 
(防 9-28 ぺージ） 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

♦通話時間の表示は、約日砂をに消えます。 



巧"お知 S せ 

• ご使用環境によつては子機から電話びかか日ないこ 
とびあります。少し場所を移動してみてください。 
♦親機でコピー中•プ U ント中のときは、子機で電 
話をかけることはでさません。 




ダイヤルボタン 



子機で電話をかける 



電話をかける 
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電話を受ける 


親機で電話を受けるときの操作でず。 





呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


巧手の方とお話 
しする 


♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 

通話時間： 1 分 3 0 秘 
着信通話 



通話び終わったら 

受話器を戻す 



画質 I 傑能坦お r 


■ 巧出音の大きさををえるとをは 
(防 1-31 ぺージ） 

■ ほ話中や巧手の方び巧留中に巧おファクス受信に 
切日替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびありまず。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信（防 10- 己 
ページ）を「なし」にします。 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとをは 
(防 2-2 ぺージ） 


をお知 S せ 

•ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってさたとを、巧手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。 （ B ® 巧-2〜 8-24 ページ） 
• 表示される通話時剧ま已9分已9秒までです。この時 
間を超えると日秒から新しくカウントされます。 



親機で電話を受ける 



電話を受ける 



















電話をまける 


テ機で電話を受けるときの操作です。 

電話びかかつてくると、最ネリに親機の呼出音が鳴つ 
て、かし遅れてテ機の呼出音び鳴りまず。 





呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないときや、クイック通 
話の設定を rOFF」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

参通話ボタンび点灯します。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 

参通話時間の表示は、約5砂後に消えます。 



巧手の方とお話 
しする 


♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 




■ 巧出音が鳴っているとをに音をけのにずるときは 

呼出音び鳴っているときに S を押すと、音び 
「切」になります。（親機は鳴り続けます。） 
なに電話びかかってさたとをは、もとの設定して 
いる呼出音び鳴ります。 

■ 呼出音の大まさを変えるとさは （陪= 1-32 ぺージ） 


■ ほ話中や巧手の方び巧留中に突然ファクス受信に 
切り替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびありまず。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信（防 10- 己 
ページ）を「なし」にします。 


資^お知 S せ 

参子機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押さ 
なくてち電話を受けることびでさます。（クイッ 
ク通話）（防巨-12ぺージ） 

♦子機や充電器を設置するとさは、親機や PHS/ 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒 
に置かないでください。（でさるだけ離してくだ 
さい。）子機の呼出音び鳴らなくなることびあり 
ます。 

♦ナンバー■ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってさたとさ、相手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。（防=8-2〜 8-24 ページ） 
♦親機でコピー中■プリント中のときは、モ機で電 
話を受けることはでさません。また、呼出音も鳴 
りません。 




モ機で電話をまける 



電話を受ける 
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♦天気予報などを聞くと^ 

ッ」と鳴るまでスピーカーホンボタンを 
(2 秒しソ上）押し続けます。受話専用にな 
り音声び聞を取りやすくなりまず。（受話 
専用のとさはこちらの声は巧手の方には聞 
こえません。） 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

タイヤルする 


031234已己78 


■ゾイワ日、 b 机り ucm 〜ど m の範囲内でお話 
しくださし、。 

♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 


通話び終わったら 

ス亡_。_化ノ ^ 

り巧巧押ず 


画質棍能進が^ 


♦まちびい電話を防ぐために「ツー」とし、ラ 
音をおかめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださい。 

■ 透中でやめるとまは 


化- A-iD 

04 


を押します。 


■ 巧手の方の青が聞こえに<いときは 

ほ財1のスピーカー音量を巧文る Bsn -3 1ぺージ） 


■ 電話びかか6ないとまは 
{防 9- 10ぺージ） 


資^お知 S せ 

• ネ目手のちの声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいときは、受話器を取ってお話しください。 
•スピーカーホンボタンを押して、すぐに巧手のち 
からの電話びつなびったとさは、こちらの声び巧 
手のちに聞こえないとをびあります。 

こんなとをは、受話器を取ってお話しください。 


受話器やモ機を持たずに、柏手の方とお話しびでをま 
ず。（スピーカーホン通話） 


おばあちやん 
誕生日おめでとラ 



を!受話器や子機を置いたまま電齡かける（スピ-力-ホン) 



c>/ 


スピーカー ホンダイヤル 


i 質階能遇旧 r 


畳留 


封ま、2回目の「ピ 


マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 





ダイヤルボタン 


ま話おを置いたまま電話をかける 



受話器やモ機を置いたまま電話をかける(スピ I 力—ホン) 


i む脚り轉 

ム© © © Q " 

© 〇 ©™ 〇 
0 0 0 0 0 



















































受話器や子機を置いたまま電話をかける【スピーカーホン） 







「ツー」といラ音び 
聞こ文たら 

ダイヤルする 


1 

11?3 

45618 

S が 



♦まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
5音を確かめたあと、正しくダイヤルして 
<ださい。 


マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


参マイクから約已 Ocm 〜 2m の範囲内でお話 
しください。 

参通話中は通話時間（目安）を表示しまず。 


通話び終わったら 

夕对甲す 

♦通話時間（目安）は約5秒後に消えます。 


■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 

■ 「ピーピ ー J といラ音が聞こえるとまは 
(防 9-28 ぺージ） 

■ 巧手の青び聞こえにくいとをは 

(テ機のスピーカー音量を巧そる应=1 -32 ぺージ） 


をお知6せ 

• テ機を持って通話中にスピーカーホンボタンを巧ず 
と、スピーカーホンでの通話に切り替えることびで 
きます。（スピーカーホンでの通話に切り替えたあ 
と、テ機を充電器に置くと、通話び切れます。） 

• 相手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒び 
しいとをは、テ機を取ってお話しください。（子機 
を充電器に置いていないとさは、スピーカーホンボ 
タンを巧ずとスピーカーホンは解除されます。） 

• スピーカーホンボタンを押して、すぐに巧手から 
の電話びつなびったとさは、こちらの声び巧手に 
聞こ文ないことびあ0ます。 

こんなとさは、テ機を取ってお話しください。 




モ機を置いたまま電話をかける 



受話器やモ機を置いたまま電話をかける(スピ I 力—ホン) 
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呼出音が鳴ったら 


スビーカーホン 

0崎 


を巧す 


通話時間：1分3 0秒 
着信通話 


画質鳴能還が'登録 



マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


♦マイクから約已 0 cm 〜2 m の範囲内でお話 
し < ださい。 

♦ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 

■ 巧手の方の青が聞こえに<いとまは 

(規傑のスピーカー音量をを文る -3 1ぺージ） 

■ 巧出音の大まさををえるとまは 

{規機の呼出音量ををえる1 -3 1ぺージ） 


通話び終わったら 

スじ_。_ホン ^ 410 

〇呼巧押ず 


巧^お知 S せ 

• ネ目手のちの声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいとをは、受話器を取ってお話しください。 
• コピー中や受信メモ1」一をプ U ントしているとを 
に電話びかかってをたとさは、親機のスピーカー 
ホンボタンを押してちスピーカーホン通話でさま 
せん。受話器を取ってお話し<ださい。 


受話器や子機を置いたまま電話を受ける（スピ-力-ホン) 


親機の受話器や子機を持たずに、電話を受けて、相手 
の方とお話しができまず。（スピーカーホン通話） 





スビ-力-ホン 

0呼 



受話器を置いたまま電話を受ける 


受話器やモ機を置いたまま電話を受ける(スピ I 力—ホン 
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呼出音び鳴ったら 

スビーカーホン 


励/" 


を巧す 


♦通話中は通話時間（目安）を表示します。 
♦通話ボタンとがマークび点灯します。 


マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


•マイクから約已 Ocm 〜 2 m の範囲内でお話 
し < ださい。 



通話が終わったら 

复）对甲す 


>通話時間（目安）の表示は、約5秒後に消 
えます。 


■ 巧手の方の青び聞こえに<いときは 

(テ機のスピーカー音量を巧える隐=1 -32 ぺージ） 

■ 巧出音の大きさをおえるとまは 

(モおの呼出音量を変える陌>1 -32 ぺージ） 


をお知 S せ 

• 相手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいときは、子機を取ってお話しください。 

(子機を充電器に置いていないときは、スピー 
力ーホンボタンを巧すとスピーカーホンび稱除さ 
れます。） 

♦テ機を持って通話しているとき、スピーカーホン 
ボタンを押すとスピーカーホン通になります。 

(スピーカーホンでの通話に切り替えたあと、モ 
機を充電器に置くと、通話び切れます。） 



受話器や子機を置いたまま電話をまける【スピーカーホン） 




<が 


話 


S 子機を置いたまま電話をまける 


受話器やモ機を置いたまま電話を受ける(スピ I 力—ホン) 
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( A ) または： y ) 
で r ユウセン 3 
ビダシ j を還ん 
だあと、を巧 
す 


.巧テ伽: 


が 


幅先巧固 


• 「ピー」と鳴り、ディスプレイに (1 克商由1 
と表示されて、優先呼出が設定されまず。 

• 「優先呼出を設定しました」と音声^ツセ 
ージが 流れまず。 


■ 途中でやめるとまは 

S を巧します。 

■ 厦巧呼出をお除ずるとまは 

ディスプレイに [優先呼出I び表示されているとをに、 
手順！〜2の操作をします。 

「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの (Hi 国び、消 
えまず。 

「優先呼出を解除しました」と音声メッセージび 
流れまず。 



心: 


優先呼出の表示び 
消えます 


をお知6せ 

• 設定後、9時間経過したときは優先呼出び自動的 
に解除されます。 

• 優先呼出を設定でさる子機は、1台のみです。 
UX-W71KW をご利用時や UX-W71 巳 U こテ機を 
増設しているときで、すでに他の子機を優先呼出 
に設定しているときは、「ピピピピ」とアラーム 
び鳴り、優先呼出を設定することはでさません。 
♦優先呼出を設定したあとで、子機の充電池を交換 
すると、雇 H 圏の表示は消えますび優先呼出は 


設定されたままになります。 區先呼出I を表示ホ甘 
るときは、もラー度設定し直してください。 

♦優先呼出を設定しているとさは、親機や他の子機 
で電話を受けることはでをません。 

• 優先呼出を設定していてち留守設定時は留守機能 
び働き親機で自動応答します。 

♦親機でコピー中-プ U ント中のときは、子機で電 
話を受けることはでさません。優先呼出を設定し 
ていてち子機の呼出音は鳴0ません。代わりに親 
機の呼出音び鳴ります。 




子機だけに電話がかかって<るよ5にする（優先極出) 


優先呼出を設定ずると、電話がかかってきたとを、設 
定されたテ機だけに呼出音び鳴ります。 




J 優先呼出を設定ずる 


テ機だけに電話びかかつてくるようにする(優先呼出 




























































通話中にお待たせずる（保留) 


通話中、相手のちをお待たせずるときに、メ□ディー 
を流しまず。 

(曲名：「カノン」） 



r. 


\ 




0000 
〇田©© 

0 〇©0 

0色)©© 

vJ 〇 〇 〇 


。。。。風 


内想/保留 
〇 



通話中に 

n ろ sg を巧して、 
受話器を房す 


♦保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えな < なります。 



再び通話するときは 

受話器を取る 


参保留メ□ディーび止まり、お話しできるよ 
ラになります。 

♦受話器を戻さなかったとさは、も5—度、内 
線/な留ボタンを巧ずと、再び通話でさまず。 

♦な留中にスピーカーホンボタンを押して 
も、スピーカーホン通話に戻ることはでき 
ません。 


通話中に 

巧綜/クリア-- 

^を i 甲す 




•保留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えなくなりまず。 

♦通話ボタンび点滅します。 


再び通話するとさは 

または" gf を巧す 

♦な留メ□デイーび止まり、お話しできるよ 
ラになります。 

参通話ボタンび点灯します。 


■ 巧留中に他の電話機で電話に出るときは 
(ひとり面送咳=2-34ぺージ） 


3 峨 


画質 '「 




S 子機で通話中にお待たせする 


親機で通話中にお待たせする 


話 


通話中にお待たせする(保留) 


) I 
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視機の電話帳に登録する 


よく利用ずる電話を号を、電話帳に登録しておくこと 
ができまず。親磯には最大100人分のを号を登録で 
さまず。 

また、1人につき2つの番号を登録できるので、自宅 
と携帯電話のき号を両方登録したいときに便利でず。 




受話器を置いたまま操作します。 


リち)を巧す 


く 読み 
イケタ’扑シ圓 


半[が] 


> 

[ダ仆ル]で文字入力，[取消]で 


，文き切ぎ r 


取消 


• 「読み」に変更びあれば修正します。 

(防 1-39 〜 1-42 ぺージ） 

「読み」は半ち文字で最大20文字まで入 
力でさまず。 

•名前にし」や「、」びあるときは自動的 
に「読み」は半角のスペースに変わってい 

cK y 〇 


「読み」び正しければ 

リ券を巧す 


<第1番号〉 
N 0,= 


相手番号を入力して < ださい 


戻る 


次ぺージへ- 



ダイヤルボタン 


登録 

〇 


を巧す 


登録設定 
1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧>で選択，ミ夫眉でミ央定 


戻る 


:▲) または： ▼) 
で r 電話帳 J を 
選び、 qg ) を巧す 


r 登録 J を選び、 
けりを巧す 


電話帳 


2子機乾送 


巧>で選択，ミ夹君でミ央定 


戻る 


< 名前 


> 


魔/かな] 


[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


をき12»「 


取消 


< 名前 〉 

魔/かな] 

池田悟 ■ 


> 


[ダイヤル]で文字入力 

熙潮で 

I 交宇切替' ' 

'取消 


4 ち前を入れる 
(最大朗10文 
字/半ち20文字） 

(暇 1 -39 〜 1 - 
42ページ） 

♦名前の入力を省略ずるとさは、 L / ミ夫定ボ 
タンを押して手順7に進みます。 

名前を入力しないで電話番号を登録ずると、 
名前のところに電話番号（第1ま号）び表 
示されます。 

また、メールアドレスのみ登録ずると名前 
のところにメールアドレスび表示されます。 


親機の電話帳に登録する 



親機の電話帳に登録する 


j む尚尚卿 
© © © 
© 〇 © 


2-12 







































































-つつを 

7電話ま号（第1ま 

号）を入れる 
撮大32ケタ） 


•番号を入れまちびえたとをは、取消ボタン 
を押ずと、1つ前のま号び消えるので、も 
ラー度入れ直します。 

参メールアドレスを登録する場合は、第1ま 
号の入力は省略でさます。 

省略するときは、この手順をとばして、手 
順10に進んでください。（メールアドレ 
スを入れない場合、第1ま号の入力は省略 
でをません。） 

参ナンバー-ディスプレイをご利用の方で、 
電話帳に登録した巧手のちを名前で表おさ 
せるときぺージ）や着信鳴り分け 
をさせるとき （ B を 8- 18〜 8-20 ぺージ） 

は、同じ市内でちおず市外局まから登録し 
て < ださい。 


リ券を巧す 


<第2番号 
N 日 .= 


相手番号を入力して < ださし、 


電話番号（第2番 
号）を入れる 
(最大32ケタ） 


<第2番号> 

N 0, =0 9 012 3 4 5 6 7 8 


最後に[ミ../決冠でみ定します 
r ' '巧お 


•第2番号の入力は省略でをます。 

省略するときは、この手順をとばして手順 
1日に進んでください。 


10® を巧す 

<夕-ルアト‘レス〉 

1 

半劇 


> 

[ダイ阿 W で文字入力1 

颗消]で 


文宇™' ' 

'巧ミ肖 



規機の電話帳に登録する 


<第1番号> 


11 


く レアドレス> 

半閱 

NO . =0312345618 


メール アドレスを 

1 l ( eda @ xx . yy , co , j 

P 




入れる（最大半角 






50文き） 

> 


最後に[ミ../決迅で決定します 




[ダイヤル]で文字入力.願消]で 

' ' '巧お 




で字切替' ' 

'巧消 


♦第1ま号を登録している場合、メールアド 
レスの入力は省略できます。 

省略するときは、この手順をとばして手順 
12に進んでください。（メールアドレス 
を入れない場合、第1ま号の入力は省略で 
をません。） 

• L ールをご利用時に使用します。 

阿 7-1S ページ） 

♦文字の入カモードび半[英]のとさけ—')を 
押すとサイト（ま組）やメールアドレスと 
してよく使われる文字び表ホされます。 

とつを押して、文字を還んだあと L / ミ夫定ボ 
タンを押します。 

^ 0を押すたびに切り替わります 

r.c 曰 JP 」 r.nejp 」 r.acjp 」 r.com 」 
「 @pipopa.ne.jp 」「 @denn.odn.ne.jp 」 

「 WWW 」 


< メ-ルアドレス〉 半[英] 

j |( '>^ ，… n lit _ 

登録しました 
残 0 96 件 

> い リ 

[ダイ柯レ]で夕き入力，[取消]で 


•続けて登録するときは手順3〜12をくり 
返し行ってください。 

け賢止 

13 (§) を巧す 


12( g ) を巧す 



親機の電話帳に登録する 


2-13 










































視機の電話帳に登録する 


■ 透中でやめるとまは 

g ) を巧します。 

■ 1つ前に房るとまは 


Q ® またはを押しまず。 


■ 巧に電話帳ボタンを巧してか6登録するとをは 

① I 夕。を押す 


だあと、娜す 
③確認を、 §) を巧す 


■ 規機の電話帳の巧客をプ U ントずるとまは 

娜す 

②を押ず 


③娜ず 

③乙 - 12〜 2- 13ぺージの手順4から手順13の操 
作をする 

■ 登録した内容を巧認ずるとまは 

① ）り) ’ m を押す 

② （▲) または ’:▼) で確認したい相手のちを還ん 


■ 規機の電話帳の内容をモ機にち登録ずるとまは 
(防 2-24 ぺージ） 

■ ポーズ にごいて 

日！（再ダイヤル）ボタンを巧ずと、約3秒間の待ち 
時間びでさまず。続けて入力することわでさます。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとさだけにして < ださい。 

それしツがのとさにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 


■ 電話帳 U スト画面の見かた 

パ)’。 を押ずと、登録されている番号の一覧び表 
示されます。 


メモリ-雖 


電話張登録 

4件磯り 3 6#} 


>天気予報 

177 

>ま号案内 

104 1 

巧田悟 

0312 3 4 5 6 7 8 、夕 

L 

巧> で選択 

[ミ"/決泪で発信， 

巧 お 1 新規登録'詳巧表示,戻る 


第1番号 

第2番号びあるとを 
表示されます 
ールアドレスがあ 
るとき表示されまず 


■ 規機の電話帳の内容を1件ずつ消ずとまは 

①娜す 

③ ‘:▲) または （▼) で消去したい相手のちを還ん 

だぁと、 3： 娜す 


キャッチ/消ま 

③ ちラー度、 rcSi を押す 

厚止 

④ 感 を押す 


■ 規機の電話帳の内容をすべてミ肖去するには 
{防 10-4 ぺージ） 


資^お知6せ 

• 親機の電話帳には、あらかじめなの3件の電話番 
号び登録されています。あらたに登録でさるのは 
97人分です。]00人分登録したぃとさは、この 
内容を消してください。 



• まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録す 
るときは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。また、登録をは電話ま号リスト 
の詳細表示をして、確かめてください。 

参ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳に 
登録した巧手のちを名前で表示させるとを（防' 8-2 
ページ）や着信鳴り分けをさせているとき（防 8- 
18〜 8-20 ページ）は、同じ巿内の番号でち必ず市 
外局香か日登録してください。 

参電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
とさは、電話ま号か、メールアドレスび名前とし 
て登録されます。 

•親機の電話帳の内容をプ U ントしているときは、 
テ機で電話をかけたり、受けたりすることはでさ 
ません。 



親機の電話帳に登録する 






















視機の電話帳に登録する 



r 読み J を入れ直す 

(豚 1-39 〜] -42 ぺージ） 

• 「読别を修正しないときは手順8に進ん 
で < ださい。 


8 qg ) を巧す 


電話ま号（第 1 
番号）を入れ直 
す 


♦取消ボタンを押すたびに、表示されている 
最後の数字から順に消えまず。そのあと、 
ダイヤ j レボタンで入れ直します。 

♦第1ま号を修正しないときは手順10に進ん 
で < ださい。 


1 口 〇を巧す 


次ぺージへ- 


く 第2番号〉 

N 0, =0 9 012 3 4 5 6 7 8 


最をに [ミ. •/ ま茵で決定します 


'巧消 


く第 1 番号〉 

N 0.=0312345678 


最後にミ夫迫で決定します 


'巧消 


く第 1 番号> 

N 0.=0 3 8 ] 6 5 4 3 21 


最後にま冠でミ央定します 


I 取消 





登録した電話帳の番号や名前を修正することびでをまず。 


を巧す 


電話帳登録4件（残り W 牛） 


快気予報 I り 

僅号案內 104 

お田语 〇りりり678 、夕 


巧>で選択，6../巧沼で発信， 


巧索广新規登録替細き示"戻る 


:▲) または ： ▼) 
で修正する巧手 
の方を選ぶ 


1羊細表示が甲す 


電話帳]件表示 
名前:池田悟 
読み: イケタ‘サトシ 
I 制： 日 31りり678 


番号② 
E-Mai 


0目日1234日日7日 
I ^ eda @ n . yy , co , j i 


巧 > で選択，巧迅で発信 

「修正•■房る 



を前を入れ直す 

脚 1-39 〜]-が 
ぺージ） 


く 名前〉 廣/かな] 
池田さとし 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


，交き切 gr 


取消 


•名前を修正しないときは手順目に進んでく 
ださい。 


6 (g ) を巧す 


く 名前〉 [漢/かな] 

池田悟 ■ 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


巧宇切か I I 巧ミ肖 




お機に登録したち前や番号を修正する 



©©©避。 
© © © ©- 〇 
〇 © 〇 〇 
8 0 0 0 0 



親機の電話帳に琶録する 


2-15 




















































































視機の電話帳に登録する 


〇つさ 


り電話ま号煤2 
番号）を入れ直 
す 


<第潘号〉 

N 0. =0 9 0 8 ] 6 5 4 3 21 


最後に [ミ. ■/ ま定]でミ共走し ます 


巧消 


•第2番号を修正しないときは手順12に進ん 
でください。 


13 メールの巧巧を 

入れ直す 


メ-ルアドレス〉 半陕] 

I l ( eda _ s @ xx , yy , co . j p 


> 

[ダイヤル]で文字入九颗淵で 


辟切き r 


取消 


ルの宛先を修正しないときは手順14に 
進んで < ださい。 


12 (5 憂を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

惇止 

(§) を押します。 


'、 メ-ルアドレス > 半〔英] 

| keda @ xx , yy , co , j p 


> 

[ダ仆ル]で文き入力，熙消 1で 


辩赋「 


巧消 


14 (11^ を巧す 


m m 止 

15 (§) を巧す 


電話帳登歸4件魄り W 牛） 


登録しました 
残0 96件 


検索嚇お登録言細表示「戻る 


—つ前に戻るとをは 


K またはを押します。 



親機の電話帳に登録する 
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親機の電話帳で電話をかける 




電話帳に登録ずると、簡単に巧手のちを還ぶことがで 
をまず。 

電話帳は、「読み」の頭で字をもとに数字(0~9) 
■-英字 （ A ~ Z ) 一已0音順に並べ6れていまず。 



1 





no ©© 

〇 ©0© 

〇 〇 © 0 

0 0 0 0 

〇 0 0 0 



勢 





1:—▲:' 

•T; 

い))。 



心 


親機の電話帳で電話をかける 


受話器を置いたまま操作しまず。 


電話帳登録4件喊り W 牛） 


を巧して 

か5、みまたは 
:▼) で巧手の方を 


蓋ぶ 


mm 

饮気予報 
》番号案内 


11] 

川 

104 


巧>で選択，も./ミ夫沼で発信. 


巧ま爾規登録臂細表示 


•ディスプレイで相手のちを確かめます。 


I 詳細表示 


電話帳 1 件表示 
名前:池田悟 
読み:イケダヴトシ 
1^^):0312345678 
番号奴日日日日日 7 目 
E-Ma i I : i keda @ n , yy , co , j p 
巧 > で選択，[ミ../決定]で発信 


Q を巧して 
か5、库または 
'：▼) で電話番号 
(第1番号また 
は第2ま号）を 
選ぶ 

♦第]番号に電話をかけるとさは、手順1のあ 
と、受話器を取ってかけることびでをます。 


受話器を取る 


池田悟 


画質 I 傑能适お r 


登苗 


♦選んだ巧手のちへ自動的に電話をかけます。 

♦受話器を置いたまま電話をかけるとさはス 
ピーカーホンボタンを押しまず。 

g 中でやめるとさは 

目手の方を還んでいるとさはを巧しまず。 

置話中は受話器を戻します。 

I ピーカーホン通話のときは W ろ苗を巧します。 


4 巧手の方とお話 

しする 

馳 

5 通話び終わったら 

(1) 

受話器を房す 

rO 

♦スピーカーホンボタンを巧して電話をかけた 

とさは、スピーカーホンボタンを巧します。 


空話器を取ったあと、電話植で電話をかけるとさは 
(1 84や186などをつけて電話をかけるとさ） 

① 受話器を取る（受話器を置いたまま電話をか 
けるとさはスピろ-苗を巧す） 

(184 (非通が）や18己（通知）などをっけ 
て電話をかけるとさは、このあと「184」や 
「18日」をダイヤルします。親機び発信中の 
ときは、②〜⑥の操作を行うことびできませ 
ん。かし待ってから②〜⑥の操作を行ってく 
ださい。） 

② ）ダ E を押してか5、(▲: I または I ,)で巧手 
のちを選ぶ 

第1ま号に電話をかけるとさは、このあと 
( g ) を押してかけることびでをまず。 


③ 5* ち。を押してから' 单 I またはみで電話 
番号（第1番号または第2ま号）を選ぶ 

④ を巧ず 

⑥ネ目手の方とお話しする 
⑥通話び終わったら受話器を戻す （ W ろ胃為を押し 
てダイヤルしたとをはスビる-苗を押します。） 



親機の電話帳で電話をかける 


0 ^ 




















































視機の電話帳で電話をかける 



受話器を置いたまま操作しまず。 


歪語庵登録4件蹲りり件） 


を巧す 


巧気予報 1。 

>ま号案内 1IH 

巧田悟 031234567 B 


巧>で選択.決眉で発信. 


巧索骑規登録をが表示厂 


S を巧す 


〈相手名検索> 


> 


半[妍 


[ダ仆ル]で文字入力，巧> で検 


1 文字切替 r 


M 売みが已日音で始まるときは、手順2をとば 
して手順3に進むことがでさます。 


瑣哥卜 f 索〉 


半[が] 


ダイヤルボタン 
でを前の r 読 
み J を入力する 

(臨] -39 〜1 - 
42ぺージ） 

• 「読み」の頭文字や途中までの艾字でち探 
すことがでさます。 


> 

た‘ 仆通で文字入力,巧>でお 


文字切替 r 


巧消 


:▼) を巧す 


里話張登録4件魄 D 9S 件 

》時報 117 

>天気予報 リ7 

僅号案巧_ 


巧>で選択，[ミ../み迅で発信. 


巧 


嚇規登録「詳細表示「 


(▲または：▼•で 
巧手の方を選ぶ 


詳ち示を巧して 

か S 、 みまたは 
:で電話番号 
(第1番号または 
第2番号）を選ぶ 

•第1番号に電話をかけるとさは、手順日のあ 
と、受話器を取ってかけることちでさます。 


電話帳]件表示 
名前:池田悟 
読み:イケタ‘ヴトシ 
きち①:日3123い日78 
番号③:日91]1234日日り 
E-Mail: i keda@xx. yy, co. j p 
€ むで選択，巧眉で発信 


7受話器を取る 


池田悟 


頁惟能涅巧「 


登録 


♦選んだ相手のちに自動的に電話をかけます。 
•受話器を置いたまま電話をかけるとさはス 
ピーカーホンボタンを押します。 



通話びおわった5 

受話器を房す 


>スピーカーホンボタンを巧して電話をかけた 
とさは、スピーカーホンボタンを巧します。 



■ 途中でやめるときは 


厚止 


相手の方を還んでいるとさは傷^を押します。 
通話中は受話器を戻します。 

スピーカーホン通話のときは W る苗を押します。 



親機の電話帳で電話をかける 


2-18 

































































通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 

1を巧す 




を前を入れる 
(最大1巧き） 

(豚]-43〜1 - 
46ページ） 


♦名前の入力を省略するとをは、機能ボタン 
を押して手順 4 に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前のと 
ころに電話番号び表示されます。 

(12 ケタまで） 


[ m を J 甲す 



■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 

■ 電話帳の内容を ミ 肖ずとまは 

① '.' i '; または:、'で相手のちを選んだあと、 

を押す 

② ; ' i '; または:;▼、'，で「ショウキョ」を選んだあ 
と、@を2回巧す 

「ピー」と鳴り消去び完了します。 


■ モ機で登録した電話帳の内容を規機にち登録ずる 
とまは （防 2-23 ぺージ） 

■ ポーズについて 

回 （再ダイヤル）ボタンを巧ずと、約 3 砂間の待ち 
時間びでさます。続けて入力することちでさまず。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとをだけにして < ださい。 

それけ外のとをにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびありまず。 

ディスプレイには_ (アンダーバー）で表示され 

ます。 2-19 



電話番号を入れる 
(最大1巨ケタ） 


♦ま号を入れまちびえたとをは内線/ク U アボ 
タンを押して番号を消したあと、ちラー度、 
入れ直します。 

♦内線/ク U アボタンを2秒しソ上押すと、すべ 
ての番号び消えまず。 


(«) を巧す 


>「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
おして登録を完了します。 


♦続けて登録するとさは手順1 
し行ってください。 


'巳をくり返 


子機の電話帳に登録する 


よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくとマ 
ルチファンクシヨンキーで相手のちを選んで電話をか 
けることびでをます。 

テ機では、1台につを最大100人分のを号を登録で 
をます。 

また、登録した電話帳の番号は修正ずることもできま 
ず。 






J 子機の電話帳に登録する 




テ機の電話帳に登録する 




















































子機の電話帳に登録する 


通話ボタンを消なさせた状態で操作しまず。 


壬 ;または （ V) 
で巧手の方を選 
んだあと、を 
2 回巧す^ 


111 J 3 ISII 

1 3 ^を巧す 

nil 15 


11 

/ -ij J u 



電話番号を入れ 
直す 


♦内線/ク U アボタンを押すたびに、表示され 
ている最後の数字から順に消えます。その 
あと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

♦内線/クリアボタンを2砂し U 上巧し続けると、 
表示されている数字をすべて消すことびで 
さます。 


■ 透中でやめるとまは 

^を押しまず。 


をお知 S せ 

♦テ機の電話帳にはあらかじめ、3人分の電話番号 
び登録されています。あらたに登録できるのは 
97人分です。100人分登録したいときは、この 
内容を消してください。 


• まちびい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録す 
るときは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。 

♦ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳に 
登録した相手のちを名前で表示させるとさ （ b ®^8-2 
ページ）や着信鳴り分けをさせているとき （ B 穿 8- 
18〜 8-2 □ページ）は、同じ巿内の番号でち必ず市 
が局番か日登録してください。 

♦市外局まの前に「184」「18日」などのを号を 
登録ずると、ナンバー•ディスプレイご利用時の 
名前表示（防 8-2 ぺージ）や着信鳴り分け（防 8- 
18〜 8-2 □ページ）び働かなくなります。 

•電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
ときは、電話番号び名前として登録されます。 

• テ機の電話帳に登録した名前を修正することはで 
きません。名前を変更する場合は1度消去してか 
ら登録し直してください。 


タジホウ 
タテンキ3ホウ 
»バンゴウアンナイ 


J 子機に登録したま号を修正する 



テ機の電話帳に登録する 


7 7 4 
17 0 


















J 子機の電話帳で電話をかける 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


:▲) または： ▼) で 
巧手の方を選ぶ 


•'» を巧すと最初のちを表示します。 

を押すと最後のちを表おします。 

を押すと電話ま号を表示して確認する 
ことびでさます。 


^を巧す 


ジ 


•モ機を置いたまま電話をかけるときはスピ 
一力ーホンボタンを押しまず。 

♦通話ボタンび点なします。 

♦ダイヤルを始めまず。 

■ 途中でやめるとまは 

S を巧します。 



通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないとさは、 
ます。 



切ボタンを押し 


II 7ケタな上のま号をダイヤルずるとま 

電話帳には、電話番号を最大1巳ケタまでしか登録 
でさません。17ケタし U 上の電話番号のとをは、番 
号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

① 手順1〜2または「子機の電話帳から名前の頭 
文字を探して電話をかける」 （ b ®>2-22 ぺ一 
ジ）の手順1〜4を行い、最初のま号をダイヤ 
ルずる 

② を押す 

③ 手順1〜2または「テ機の電話帳から名前の頭 
文字を探して電話をかける」 （0^2-22 ぺ一 
ジ）の手順1〜4を行い、なのダイヤルをずる 


巧"お知 S せ 

•親機でコピー中-プリント中のときは、子機で電 
話をかけることはでをません。 


子機の電話帳で電話をかける 




電話帳に登録ずると、マルチフアンクシヨンキーの操 
作だけで巧手のちを選ぶことができまず。 

電話帳は、次の順に自動のに並べ換え S れまず。 

数字 （ 0 一 9 ) 一英字 （ A 一 Z ) 一已0音順 




モ機の電話帳で電話をかける 
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子機の電話帳で電話をかける 


け目手の方のま号び表示され、タイヤルを 
始めまず。 


5 巧手の方とお話 & 


しする 1 

¥m 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


み 


を巧す 


巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

@を2回巧す 



: ▼) を巧す 


♦充電器に戻さないとさは、切ボタンを巧し 
ます。 


■ 途中でやめるとさは 

^ を巧します。 


♦入力した文字から始まる相手のちを表示し 
まず。 

♦該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないときは、最も近い次の名前を表示 
します。 


名前の頭で字を入力して、相手のちを選ぶことらでを 
まず。 





J 子機の電話帳からを前の頭文字を探して電話をかける 


参 

は方ぺ 
たのと 
ますあす 
.ぃ相だ巧 
斗でんを 

4 



モ機の電話帳で電話をかける 
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電話帳を面送ずる 


テ機で登録した電話帳を親機にまた、親機で登録した電話帳をモ機に転送ずることができまず。 

親機か5モ機へ転送ずると電話帳の内容 （ 「読み」と第1番号）がモ機に追加されます。また、モ機か6親 
機へ転送すると電話帳の内容 （ r 名前」と r 読别と第1を号）が親磯に追加されまず。 


a 話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


▲ または ,I 
で r デンワチョ 
ウテンソウ J を 
選んだあと、 

を巧す ^ 


参通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約30秒 
間表示されます。 

(切ボタンを押すと消えます。） 


通話ボタンを消巧させた状態で操作しまず。 


1または午* 
でお巧したい巧 
手の方を選んだ 
あと、 ( g ) を巧す 

■ 途中でやめるとまは 

S を押します。 


または中で 
r デンワチョウテ 
ンソウ J を選んだ 
あと、@を巧す 


費お知 S せ 

•転送するとさはでさるだけ、まわりに他のモ機や 
電気製品などびない場所で行って<ださい。電波 
障害などで転送でさないことびあります。 

参転送中は、子機に衝撃を与えないよラにしてくだ 
さい。転送でをないことびあります。 

• 串礎する側と登録できる職を確認して親機やテ機 
の電話帳び10□件を超えないよラにしてください。 

100件を超えた電話帳の内容は転送されません。 

参工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号 
(天気予報、時報、番号案内）を転送することは 
でをません。 

参同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でち修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

参転送してを親機やテ機に登録されていた電話帳の 
内容は上書をされません。 

• 転送してち親機やテ機に登録されていた電話帳の 
内容は消えません。 




10を巧す 


モ機の電話帳を1件ずつ親機に拓送する 


J 子機の電話帳をすべて親機に起送する 



電話帳を転送する 
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電話帳を面送する 


登録 

〇 


を巧す 


親機の電話帳をモ機に転送する 


吾•緑目ス化 

1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧> で選択，ホ；君でミ央定 


▲) または:,1で 
r 電話帳 J を選 
び、巧齊を巧す 


• X ' またはみで 
r モ^を J を選 
び、 （ J 夢を巧す 


電話帳 


1登録 
2子機転送 


思で還択，ま面でホを 


子機転送 
1全件転を 
21件毎転送 


巧> で還巧，巧苗で;夹定 


:_▲) または，で 
面ち巧のモ機を 
選び、®を巧す 

(ただし、17ケタ上のま号で登録している 
データは転送でをません。） 

♦子機2〜子機4 ( UX - W 71 KW は、モ機3 
〜テ機 4) は子機を増設していると逞ぶこ 
とびでをます。 


■ 途中でやめるときは 

g ) を押します。 

■ 1つ前に房るとまは 


戻 


すべて転をするとをは 


〇 


を押します。 


r 全件面掛を 
選び、 

な齊を巧す 


全件転送 
1子機1へ転送 
2 子機!へ転を 
3子機!へ転ち 
4子機4へ転を 

巧> で适択，[ミ../；夫迅でまを 


r 転巧でをないデータがおります操作を続けまずか？ 
[ L / 決定]でおをします J と表示されたときは 

この表示は親機に17ケタ！;!上のま号で登録してい 
るときに表示されます。 

恐 を押すと、その巧手の方けかのデータを転送 
し On 9 〇 


1件ずつ拓をするとをは 


■>) または，,で 
。件ち拓送 J を 
選び、 (5 萝を巧す 


電話帳登録4件魄り W 牛） 


)1^ _ \u 

饮気予報 1。 

僅号案の 104 

池田语 0312 3 4 5 6 78 


風で還れま田で発信. 


■>) または T , で 
面をしたい巧手 
の方を選び、 

け巧を巧す 


1 件毎転送 
1子機1へ転送 

2 子機?へ転送 
3子機]へ転を 
4子機4へ転送 

巧> で選択，'ず迫でミ央定 


資^お知6せ 

参同じ名前、同じ電話ま号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でも修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

• 転送してち親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は上書きされません。 

参転送してち親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は消えません。 



電話帳を転送する 



































ホットラインダイヤルを利用する 


テ機ではよく電話をかける巧手のちをホットラインダイ 
ヤルに登録しておくと、簡単な操作で電話をかけること 
がでさます。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録ずるにはあ6かじめモ機 
の電話帳に登録しておく必要がありまず。（咳 >2- 19 
ぺージ） 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 



ホットライン 

夕仆ル 


通話ボタンを消打させた状態で操作しまず。 
イン 

対甲す 

<が 


>スピーカーホン通話で電話をかけます。 

>通話ボタンとがマークび点灯し自動的に 
ダイヤルを始めます。 


■ 途中でやめるとまは 

S をがします。 

■ ホットラインダイヤルの登録を ミ 肖ずとまは 

ホットラインダイヤルボタンを2砂じ(上押しま 
す。 

( 「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤル 
の登録は自動的に解除されます。） 



をお知 S せ 

•ホットラインダイヤルの登録は、それぞれのテ機 
に1つです。親機には登録できません。 

•通話ボタンを押したあと、ホットラインダイヤル 
ボタンを押してを、電話をかけることびでさま 
す。 




1ぶまたは： ▼) 

で登録したい巧 
手の方を電話帳 
か5選んだあ 
と、^だ"®巧す 

• 「ピー」と鳴り、選んだ相手のちの電話ま 
号を登録します。 



ツトラインダイヤルで電話をかける 


J 電話帳からホツトラインダイヤルに登録する 



ホットラインダイヤルを利用する 
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電話をかけ直す（巧ダイヤル) 


巧手のちがお話し中などで、をう一度電話をかけ直す 
ときは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直ずことびでをます。 

親機では、最後にかけた電話を号び1件記憶されてい 
まず。 

モ機では、最大3件記憶されていまず。 



受話器を取る 



♦受話器を置いたまま電話をかけ直ずときは 
スピーカーホンボタンを押します。 


通話びおわったら 

受話器を房す 


>スピーカーホンボタンを巧して電話をかけ 
直したときは、スピーカーホンボタンを押 
します。 



ツーという音び聞こ 
えたら 

り（を巧す 


0312345678 


質 I 機能遇旧 ' 


登远 


•親機で再ダイヤルでさるま号は32ケタま 
でです。 

♦まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
ラ音をおかめたあと、再ダイヤルボタンを 
押してください。 

参最後にかけた巧手のちに電話をかけます。 

■ 透中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

胃4を押して電話をかけ直したとさは W なをを 
押します。 

■ 規機の再ダイヤルの記憶をミ肖モずるとまは 

受話器を置いたまま操作します。 

①；'い C を押す 

再夕けル。 

キャッチ/消去 

® eSi を押す 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去され 
ます。 


巧^お知 S せ 

•呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルの番号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたま号を子機で再ダイヤル 
することや、テ機でかけたま号を親機や他の子機 
で再ダイヤルずることはでさません。 







000© 

〇 ©0© 

〇のの© 

0 0 0 0 

〇 〇 〇 〇 

0 0 0 0 



親機で電話をかけ直す 



電話をかけ直す(再ダイヤル) 




































電話をかけ直す【再ダイヤル) 


3巧手の方とお話 

しする 


4 通話び終わったら 

充電器に房す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
よ9 〇 


巧^お知6せ 

•呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、なに再ダイヤルしたとさ、ちびうところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルのま号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたま号を子機で再ダイヤル 
することや、子機でかけたま号を親機や他のモ機 
で再ダイヤルすることはできません。 

• テ機の再ダイヤルの記録を、1件ずつ消去するこ 
とはでさません。 

♦親機でコピー中■プリント中のときは、モ機で電 
話をかけることはでさません。 




モ機を巧電器か 
5 取って日(パを 
巧す ^ 


♦最後にかけた相手のちび表示されます。 



:▲) または▼で 

難 あと、 卷 


•子機で再ダイヤルできるま号は最大24ケタ 
まででず。 

参子機を置いたまま電話をかけ直すとさはス 
ピーカーホンボタンを押します。 


■ 途中でやめるときは 

( 0 を巧します。 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をずべてミ肖去するとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 
0)(2) を巧す 

② または:、▼、，'，で「サイダイヤルク U ァ」を 
選んだあと、@を押す 

③ もう一度、を押す （ 「ピー」と鳴ったあ 
と、すべての再ダイヤルの記憶を消去しま 
ず。） 






J モ機で電話をかけ直す 




電話をかけ直す(再ダイヤル) 
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視機と子機の聞でお話しする（内線通話) 


親機か日モ機を呼び出して、お話ししまず。 



親機 

受話器を取って 

内線/巧留 I ^9 

〇巧押レ、ナ 
機の内線ま号を 
巧す 

(例）子機1のとを@ 

♦子機の内線番号は子機のディスプレイに表 
7J\ している番号です。 


モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

♦ a 話ボタンび点灯します。 




♦充電器に戻さないときは切ボタンを押しま 
す。 


■ 規機とモ機の聞で通話中にかか6電話びかかって 
をた百 

親機と子機それぞれに呼出音び聞こえます。 

親機で話ずには 

①受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

③受話器を取る（がの相手のちと通話でさます。） 

子機で話ずには 

① を押ず（内線通話び切れます。） 

② テ機の呼出音び鳴り始めたら、を押す 

(外の巧手のちと通話でをます。） 


をお知 S せ 

参スピーカーホンでの内線通話はできません。 

• 内線通話では、保留はでさません。 

参内線通話中に、テ機び親機に近づきすざると、 
「ピー」といラ音び出ることびあります。 


巧線/巧留 
〇 



J 巧機か6モ機を呼び出してお話しする 



親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 



む脚げ妳 
© © © © 
Q © Q ©I 
0 0 0 0 


)10 

lb 
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視機と子機の間でお話しする【内線通話） 


テ機か5親機を呼び出してお話ししまず。 



S モ機か6親機を呼び出してお話しする 


1 S 


子機 


テ機を充電器から取 
つて 


値^黑裕據 

お話しする 


巧綜/クリス^ 


を巧し、規 
おの内線ま号 
I な y を巧す 



>通話ボタンび点滅します。 


お。; 〇 ) 


親機 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 




♦充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


をお知 S せ 

• スピーカーホンでの内線通話はでさません。 



親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 
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子機と子機の脈縮しする（モ機間通話） （ UX - W 71 KW のみ) 


UX-W71KW をお使いのときは、モ機か5モ機を呼 
び出してお話しずることができまず。 

UX-W71KW をご利用時にモ機を増設したときは、 
増設モ機を使ってお話しずることもでをまず。 



モ機を充電器から取 
つて 

巧績/クリア 

0) を巧し、 

モ傑の内線ま号 
を巧す 

(例）子機1のとさ 

を） 

♦モ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示しているま号です。 

参通話ボタンび点滅します。 


4 也のモ機 

巧電器に房す 



参充電器に戻さないときは切ボタンを巧します。 



^他のモ111 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦通話ボタンび点なします。 

参充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を「解除」にしているとさは通話 
ボタンを押します。 

■ モ機間通話中にかか百電話びかかってきた S 

子機と子機との間で通話中に呼出音び聞こえま 
す。 

モ巧で話ずには 

① 公を押す（内線通話び切れます。） 

② を巧す（外の巧手の方と通話でをます。） 


をお知 S せ 

参八ンド コピーに 記録されている データを 親機の 
ディスプレイに画像表示しているときは、内線通 
話はでさません。 



J J モ煤か目モ機を巧び出してお話しする ( UX - W 71 KW ご利用時) 


UX-W71CL をご利用時に子機を増設しても、子 
機間通話はでをません。子機間ひと声通知びでき 
まず。 （11^6-1 7ぺージ） 



モ機とモ機の間でお話しする(モ機間通話) ( UXIW 71 KW のみ) 








電話をとりつぐ（とりつぎ転送) 


親機で受けた電話を子機へとりつぐときの操作でず。 

獄 I ムい田. 



[ V 'イヤル ボタン I I 'づ 




I 親機 

通話中に®ぶを巧 

し、モおの内線 
番号を巧す 


巧線/隅 
〇 


@ 

(例）テ機]のとさ 


参巧手のちには、保留メ□ディーび流れます。 
♦テ機の内線番号は子機のディスプレイに表 
术 している番号です。 

♦テ機を増設しているとさは、続けて他の子 
機の内線番号を押して呼び出すことびでを 
ます。（内線シフトコール） 


S モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


•通話ボタンび点なします。 

♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 





親機 


電話をとりつぐこと 
を伝えて 

受話器を房す 



♦受話器を置< と、テ機で外の巧手のちとお 
話しでさまず。 


■ 巧び出してもモおび出ないとまは 

次の（操作方法 1) または（操作ち法 2) の操作 
をします。 

(操作ち法1 ) 

①づ g を押す（呼び出しをやめて、保留になり 
ます。） 

を押すけ目手の方との通話に戻 


内段/保留 


〇 


②ち ラー 度 
ります。 

(操作方法 2) 

① 受話器を戻す 

② 再度、受話器を取るけ目手の方との通話に戻り 
ます。） 



スピーカーホンで通話しているとをは、 
受話器を取つてください。 

スピーカーホン通話中はとりつざ転送できません。 


J 巧機か 6 モ機へとりつぐ 




商〇包每 
i 因©©岛 

I 句り。公 
8 0 0 0 


ぶ。 

>i OAn^ 

Vo 



電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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電話をとりつぐ（とりつぎ面送) 


外の相手の方かちかかつてをた電話をテ機か6親磯に 
とりつぐときの操作でず。 




S モ機か6巧機へとりつぐ 


>子機 

巧想/クリア 


S' … 

通話中に© を巧 

し、親機の内線 
番号り其を巧す 

♦通話ボタンび点滅しまず。 




親機 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


♦モ機とお話しできます。 



電話をと日ごぐこ 
とを伝えて巧電器 
に房す 


参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
ず。 

参このあと、親機でがの巧手のちとお話しで 
さます。 



■ 呼び出してち規機げ出ないとまは 

©" L を巧す（呼び出しをやめて、イ呆留にな 
D ます。） 

巧括/クリア 

③ちう一度を巧ず（相手のちとの通話に 
戻ります。） 



電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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モ機か巧機へ電話をとりつぐ（と D つき転送） (UX-W71KW のみ) 


UX - W 71 KW をご利用の際は、かの相手のちか日か 
かってきた電話を他のモ機へとりつぐことができま 
ず。 



1嫁モ機 

子機で通話中に 

Q を巧し、 

モ傑の内線ま号 
を巧す 

(例）子機1のとを 

の 

♦相手のちにはな留メ□ディーび流れまず。 

♦他の子機のちび電話にでるまで「ププププ 
と鳴ります。 

♦子機の内線番号は子機のディスプレイに表 
示されているま号です。 


^他のモ111 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦通話ボタンび点なします。 

♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を「解除」にしているとさは通話 
ボタンを押しまず。 



S 


モ機 


電話を転送ずること 
を伝えて 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないとさは切ボタンを巧します。 

♦このあと、 f 也のテ機にとりつびれ、外のち 
とお話しでさまず。 



■ 化のモ巧び出ないときは 

(§) を押ずと、呼び出しをやめて保留になりま 
す。このあと g ) またはを押ずと外の相手 
のちとの通話に戻ります。 




S J モ機か6モ機にとりつぐ (UX-W71KW ご利用時) 


話 


UX - W 71 CL をご利用時に子機を増設してら、子 
機間のとりつぎ輯送はでをません。ひと声転送が 
でをまず。 （11^6-1 S ぺージ） 


モ機か日モ機へ電話をとりつぐ(とりつざ転送) ( UXIW 71 KW のみ) 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり拓送) 


かかってきた電話を自分ひとりで親機か S モ機、子機 
か S 親機にとりつぐことができまず。 

また、 UX - W 71 KW をご利用時または、 UX - W 71 CL 
で子機を増設されたとをは、子機か6他の子機へとり 
つぐことちでをまず。 


I 親機 


巧綜/巧留_ 


1 (fe; 

遍种に"' 5" を巧 

し、ま話巧を房 
す 


通話時間： 

3 0砂 

保留中 


'画百' ' ' 


>スピーカーホンで通話しているときでも、 
ひとり転送でさまず。 


(#モ機 

巧電器か5取る 



♦充電器に置いていないときや、クイック通 
話を 「 OFF 」 しているとさは通話ボタンを 
押します。 

♦通話ボタンび点灯して巧手の方とお話しで 
さまず。 


巧お/クリア 


1^モ機… 

テ機で通話中に@ 

を巧し、巧電器 
に房す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 




親機 


保留音び鳴ったら 

受話器を取る 


参相手のちとお話しでさます。 



1(#モ機內師 

モ機で通話中に@ 

を巧し、巧電器 
に房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


I 他の子機 


巧電器か5取つ 
て^を J 甲す 



♦通話ボタンび点なして相手のちとお話しで 
をます。 



J J モ機か6モ機へとりつぐ 


據モ機か6巧機へとりつぐ 


W 巧機か6モ機へとりつぐ 



電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 
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コピーやファクスをする前に .3-2 

コピー する . 3-已 

コピーの種類を選んでコピーする .3-6 

コードレス八ンドコピーを 

お使いになる前に .3-7 

コードレス八ンドコピーを使う . 3-9 

コードレス 八ンド コピーで 
ファクスを送る . 3-1 己 


































コピーやファクスをする前に 


原稿は、一度に5枚までセットできまず。 



■ t ツトできる原稿のサイズ 

幅] 48mm 〜2已 7mm 


長さ ] 48mm 〜巳〇 0mm 


I I 1：厚さ 0.0 日 mm 〜 0'2mm 

参コピーするときは記録紙び A4 サイズなので 
A4 サイズの原稿 （2 1 0mm X 297mm) ま 
でしかプ U ントでさません。 

ただし、 A4 サイズの長さを超える原稿を A4 
サイズに分割してコピーすることびでをま 
す。（分割コピー ISMO- 7ぺージ） 

■ 原稿を読み取れる節囲 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
ままっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ごま意ください。 

参最大読み取り幅2已 1mm 
参最大読み取り長送信原稿長 

(1 48〜已〇 0mm) から上下とも2〜已 mm を引 
いた長さ 



■ 自動縮ル機能について 

ファクス送信のとを、原稿サイズび B4 で、巧手側 
の記録紙び A 4サイズのときは、自動的に A4 サイ 
ズに縮ルします。 


■ -度に2がな上セツトでまない原稿 

♦ 長さ 3 巨 4mrn を超スる原稿 
•キヤリアシートにはさんだ原稿 
♦厚さ 0.12mm (90kg 用紙……四六判 (788 
XI09 1mm) の用紙 1000 枚の重量）を超 
える原稿 

• 厚さや大ささの異なる原稿 

■ そのままではセツトでまない原稿 

なのよラな原稿は八ンドコピーや複写機でコピー 
をとるか、キヤリアシート※（別売品防] 0-2 
ページ）にはさんでから1枚ずつセツトしてくだ 
さい。 

• サイズび規定よりルさすざるもの 
(例：写真など） 

• フイルム状のちの 
• 紙の厚さび薄すざるをの 
♦しわ、破れ、巧り目やソ U のあるをの 
♦裏カーボン紙、感熱紙など 
• コーテイングされているをの 



※キャリアシート（別売品）とは 

破れた原稿や薄い原稿など、そのままではセッ 
卜でさない原稿をはさんでファクスを送った 
り、コピーしたりずるための透明なビニール 
シー トでず。 

巧^お知 S せ 

•ク U ップやホッチキスの針は、必ず取り外してく 
ださい。故障の原因になります。 

参糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾 
かしてください。原稿送り□ーラや読み取り部 
(ガラス）のちれの原因にな0ます。（巧れたと 
きは防日-3、日-已ぺージ） 

•原稿は無理に引を出さないでください。無理に 
引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさ 
ます。「原稿びつまったとさは」を参照して取り 
出してください。（防9-已ぺージ） 




n ピ—やフアクスをする前に 


3-2 





















B 巧 W 上の原稿がちるとを 

已枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス中に原稿び送り出されて減った枚数分を、セットされて 
いる原稿の一ま上に追加してください。 


I 


記録紙をセツトしているとさは記録紙を取り出してから操作します。 


る面を下にして 
セツトする （一 
度に日巧まで） 


ィ 

♦原稿び排出されないときは （ I ® ■白-日ページ) 


参原稿び自動的に少し引き込み始めたら、手 
を離して < ださい。 


2原稿ガイドを原 
稿の幅にさわせ 


—番下にある原 
稿を巧して、そ 
の他の原稿を取 
日な< 


ぶ 


j 〇〇〇 
, 000 
I 000 


>原稿び1枚だけのとさは、そのまま手順2 
へ進みます。 


〇を巧して 
みまたは： ▼) で 
r 原稿が出 J を 
選び、(©ち巧す 



コピーやファクスをする前に 




コピーや送信ずる面をウラ向をにして、原稿挿入□に入れてください。（一度に5枚まで） 



1原稿巧入□カバー 

3原稿はクフ向 

, 

を開ける 1 1 

をに！ 

巧 


、 コピーや送信す 

去 1 




原稿排出中 


ットした原稿を取り出す（原稿排出) 


原稿をセツトする 


0000 

0000 

0000 


n ピーやフアクスをする前に 


000 ( 
000〔 
000〔 
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腸 


コピーやファクスをする前に 


M 回巧ずと「普通字」を表示します。画 
質-濃度を表示中にをラ1回押ずと切り 
替わります。 



憎通字」 


「ルさな字」 


I■ 精細 J 


「写真」 


r 普通字濃<」 


•文字び大さくはっきり見えるときに選 
びまず。 


r ルさな字濃。 •文字びルさな字のとをに選びまず。 

( 「普通字」の倍の密度で読み取りまず。） 
画像びルさくなる（縮ルされる）ことは 
ありません。 


mm 濃く」 


「写真濃く」 


I 


•細い線を使った図面や、到こルさな 
字のとさに選びます。 

( 「普通字 J の4倍の密度で読み取ります。） 
受信側に「精細」びないときは、自 
動的に r ルさな字」に切り琶わります。 

•濃淡のある原稿（カラーの原稿）や、 
写真のときに逞びます。 

♦原稿の文字などび薄いとさは「濃く」 
を選びます。 


をお知 S せ 

• 「普通字」に比べると、 r ルさな字」「精細」「写真」で送るとファクスの送信時間び長くかかります。 
•コピーをするとをは、「普通字」を逞んでを、「ルさな字」でコピーされます。また「普通字濃く」 
を還んでも、「ルさな字濃く」でコピーされます。 

参ファクスを送信する場合に画質ボタンを押さなかったときは、自動的に「普通字」び選ばれます。 
•ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、なの原稿から画質びをねりまず。 

参「ルさな字」でカラーの原稿や写真をコピーずると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写る 
ことびあります。 


'画質 

〇 

切日替わる 


を巧すたびに 


メモリ-受信 普ほぞ 

9/ 1(B) A 
4 ： 38pm - 

Oi 0ホ‘'^ 

な Ck — _ ^ 
な0#が 


藻 


画質標能還巧昏信 FAX - を登録 


雲 


巧-はな 
華-八ナ 
花•はな 
華-八ナ 
巧-はな 


一巡すると「濃く」を表示 
し、濃度び変わります。 



• 濃度を選ぶ 




n ピ—やフアクスをする前に 
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原稿巧入ロ カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 




♦コピーする面を下にしてセットします。 
(一度に日枚まで） 

♦画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを巧さなかっ 
たとさは、自動的に「ルさな字」でコピー 
しまず。 

■ B 4 サイズの原稿をセットしたとまは 

80%に縮ルコピーしてください。（防3-己ぺージ） 
B 4 幅の原稿を等倍コピーすると端び切れて、 A 4 
幅でプリントされます。 

■ コピーの途中で画質を切0替えるときは 

コピー中にを押ずとなのページから画質び 
切り替わります。（コピー途中の原稿の画質をを 
えることはでをません。） 

■ 拡大コピ ー/ 縮ルコピ ー/ 桓数枚コピーをするとをは 
(防 3-6 ぺージ） 

■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 原稿がつまったとまは （ B ®=9-6 ぺージ） 

■ 記録紙びつまったときは { B ®=9-7 ぺージ） 


]ヒ‘-/[口刷 

を巧す 


♦コピーび始まります。 



をお知 S せ 

• 等倍でコピーしてち、機械の状態や記録紙の状態 
により厳密な等倍サイズにはならないことびあり 
ます。 

♦通話中にコピーを始めることはでさません。 

• コピー中に電話びかかってさたとさは、親機の受 
話器を取ってお話しください。親機のスピーカー 
ホンボタンを押してを、お話しはできません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はでさません。 
• 停止ボタンを巧すと還んだ画質び取り消されまず。 


コピーずる 


13 


一度に已枚まで原稿をセツトしてコピーすることびで 
をまず。 



等倍でコピーする 


韻 


も 


000 ( 
00 OC 
000 ( 


n ピ—する 


3-5 































原稿拝入□カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をクラ向 

をにセツトする 




♦コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に5枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
(咳=3-4ページ）画質ボタンを押さなかつ 
たとをは、自動的に「ルさな字」でコピー 
します。 


I機能還巧 


〇 


を巧し、 


:▲) または;▼で 
ロピー設を J 
を選び、りち)を 
巧す 


コピー設定 
1拡大丄惟 
2縮ル 0. 8倍 
3複数枚コピー 


思で還巧，夫田で;夫を 


画質 


:▲) または：▼で 
コピーの種類を 
選び、 (g) を巧す 


♦コピーか始まります。 

♦コピー終了を、等倍に戻ります。 

' -手順3のときに '''''' - 

「拡大 1.4 倍」を選んだとを 

140%に化大してコピーしまず。 

固-回 

「縮ル 0.8 倍」を選んだとを 

80%に縮ルしてコピーします。 

を直 

r 複数枚コピー」を選んだとを 

複数枚のコピーをします。 

を巧して枚数を入力し、 
を押しまず。（最大日枚） 

互 * 


\_ ノ 

■ 復给 I 枚コピーのとをにコピー巧巧をまちびえたとまは ■ 原稿がつまったとまは { B ®>9-6 ぺージ） 

枚数を入力し直します。 

■ 記録紙びつまったときは（咳 =9-7 ページ） 

■ 等倍コピーをずるとをは（防 3-5 ぺージ） 

をお知 S せ 

• コピー中は、内線通話やモ機での通話はできません。 



コピーの種類を選んでコピーする 


拡大/縮かコピーや同じ原稿の複数枚コピーなどびで 
さまず。 


1 お能适お 


〇 

1 、 ス'‘ 






ダイヤルボタン 


コピー中 P , 

あ大： 1. <1倍 


面田< 


□ ピーの種類を選んでコピーする 




と 


000 ( 
000 ( 
00 OC 


簡 



n ピ—の種類を選んで n ピ—する 


贸 Q Q ©j 〇 
を Q Q の1 〇 
Q © ©j 〇 
8 0 0 0 0 
































































































コードレス八ンドコピーをお使いになる前に 


コードレスバンドコピーを使ラと、ノートなどのとじ 
込み原稿や、セットできない大ささの原稿をコピーで 
をます。また、コードレスなので離れた場所でもコ 
ピーでをます。 

A ンドコピーをお使いになるときは、パンドコピーを 
取りがず前に、倍率（0.8、1.0、 1.4) を設定しま 
ず。 0.8 倍を選ぶと B 4 幅まで読み取ることがでをま 
ず。はじめは、1.0倍に設定されてぃまず。 



八ンドコピーを親機に取り付けた状態で操作します。 


:丰）またはみで 
倍率を選び、 （ jg ) 

を巧す 

参「0.8倍」、 r 1.0 倍 」、 
ら選ぶことびできます。 


「1.4倍」の中か 


• 「0.8倍」を選んだとさは、目4幅で読み取 
D ます。 

「1.□倍」、「1.4倍」を選んだとさは、 
A 4 幅で読み取0ます。 

還)を巧 T 


■ 途中でやめるときは 

@を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 

を巧します。 


戻る 

〇 


■ A ンドコピー詰め込みプリント 

A 4 よりを短い原稿をコピーすると2枚目!;(後の原 
稿を詰め込んでプ U ントすることびでさまず。 
(ただし、見てからプ U ントを選んでデータを表示 
したままプ U ントすると、詰め込みプ U ントを設定 
してし、ても別々の記録紙にプ U ントします。） 
はじめは、「しない」に設定されています。 

①^娜す 

③ I :左）または （ y ' l で「八ンド〕ピー」を選んで 
を押す 

^ で「詰込プ U ント」を選んで 


③ （▲) または I : 

風 を押す 

④ ,:左）または,： 

を還んで ( g ) を押す 

停止 


で「ずる」または「しない」 


⑤怒^娜ず 



%能還択が巧 


機能還択 
1コピー設を 
2バンド コピー 
3着信記録 
4カレンダー機能 
已インク I 」ボン使巧量 
めで還択，決田で;夫定 


▲または： ▼) で 
r パンドコピ ー J 
を選び、リ夢を 
巧す 

ぶまたは： ▼) で 
r 倍率設を J を 
選び、を巧す 


八ンド コピー 

1八ンドコピーメモリー確 喜 

2倍率設定 
3詰込プリント 


《なで選択，も./ま沼でミ央定 


1 0. 8倍 
21;0倍 
31. 4倍 


倍率設定 


巧> で選択，[:..，'巧沼でミ夫定 


B S 


倍率を選ぶ 



n — ドレス八ンド n ピ—をお使いになる前に 
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腸 


コードレス八ンドコピーをおほいになる前に 


八ンドコピーを親機か6取りかす 


八ンドコピーの 
真ん中をかし下 
へ巧をえる 



2 巧をるなび S S 5 


八ンド コピーを J 

ミミミし 

手前に引を出す 、 



八ンドコピーの 
ガラス面を化ず 
上にして本体に 
房す 


八ンドコピーを親機に取り付ける 


八ジドコピーの 
両端をち印の方 
向に巧までしつ 
か日巧し込む 




A ンドコピーが正しく取り巧け S れなかったときは 

参音声で「八ンドコピーをセットし直してくだ 
さい。」と2回お知らせしたあと、ディスプ 
レイに「八ンドコピーを再セット」と表示さ 
れます。正しくセットし直してください。 

若资ィ' を巧すと、八ンドコピーのセットち法を 
確認することびでさます。 

参八ンドコピーび正しく取り付けられていない 
ときは、ディスプレイに「八ンドコピーを再 
セット」と表示され、ファクスを送ったりコ 
ピーしたりでさません。 


■ A ンドコピーの巧電池巧量について 

八ンドコピーの充電池残量びなくなると、「ピ 
ピッ、ピピッ」と警告音び鳴ります。八ンドコ 
ピーを親機に取り付けて充電してください。 

充電池の残量びなくなると、読み取った内容は全 
て消えてしまいます。 

/連続動作時間約 1.5 時間、 

動作待機時間約3時間 


資^お巧6せ 

• 充電池を交換したとさや充電池の残量び完全にな 
くなったとさは、必ず日時間じ(上充電してくださ 
し、（充電時間び短いと、八ンドコピーを使用し 
たときに、警報音び鳴らずに突然八ンドコピーび 
使用でをなくなったり、コピーした画像び悪くな 
ることびあります。） 

•八ンドコピーを使用しないとさは、親機に八ン 
ドコピーを取り付けてください。 

親機に取り付けておくと充電されます。 



n — ドレス八ンド n ピ—をお使いになる前に 





—を使う 



コードレス八ンドコピ- 


A ンドコピーで読み取った内容をプリントずるとをの 
操作でず。パンドコピーの取りかしかたや設定のしか 
たは「コードレス A ンドコピーをお使いになる前に」 
をご覧ください。（防3-7~3-8ぺージ） 



あらかじめ、八ンドコピーの倍率を選んでおさます。 


岳み®り/@止 




♦親機のディスプレイに設定している倍率を 
表 TJX します。 


2読み取り画質 
スイッチで読み 
取日画質を選ぶ 


♦文字原稿を読み取るとさは、 
ットします。 



r 文字 J にセ 


♦写真や濃淡のある原稿を読み取るとさは、 
「写真」 にセットします。 

読み取る原稿のを 
端を読取位置と基 

職就:、 

を巧す 

•動作中ランプが点灯します。 



次ぺージへ- 



A ンドコピーで読み取つてすぐにプリントする 


n - ドレスハンド n ピ-を使ラ 


3-9 

















コードレス八ンドコピーをほラ 


►つづを 


4 ち印の方向に動 
かす 


<夕動作中 

I 緑色点な I 

読み取る前は、緑色 
に点灯しています。 



動作中 

I 緑ち点滅 I 


〇 


動作中 


緑ち点な 


読み取り始めると緑色に点滅 
します。 


読み取りおわると緑色の点な 
に戻ります。 


>八ンドコピーを動かすと読み取りを始めまず。 
八ンドコピーの底を原稿に押し当てるよラ 
にして、手前に動かしなびら読み取ってく 
ださい。 


<夕動作中 

I ホ色点な I 


0 


動作中 


消な 


八ンドコピーを動かず速度び 
速すざると「ピー」と鳴って 
ホ色に点灯しまず。 

—もう少しゆっくりと動かし 
て < ださい。 

読み取り中にメモ U —びいっ 
ぱいになると「ピピピピ」と 
鳴って消灯しまず。 

^これし U 上読み取れません。 
メモ U —に記録されている 
分をプ U ントし、不要なメ 
モ U —を消去します。 


♦読み取りを失敗したとさは、を約2秒 
間押すとすぐに消去でさます。 （ B ®^3-12 
ページ） 

•読み取る画質や倍率によって、速度を変え 
て八ンド コピーを 動かします。 

「文引にセットして、倍率を ro .8 倍」 
または ri . o 倍」にセットしたとき 

A 4 サイズの当社標準原稿（英文字で約 
70□字程度の原稿）を約3砂で読み取るぐ 
らいの速度び目安です。 


令3み 


A4 サイズ 
約700字 


「写真」または倍率を ri .4 倍 J にセット 
したとを 

このま度よりちゆっくりと動かします。 
♦ますざると動作中ランプび赤色に点灯して 
「ピー」音び鳴りますので、もラすこし、 
ゆっくり動かしてください。遅く動かして 
を問題ありません。 

♦読み取り/停止ボタンを巧したあと、約30砂 
間何を操作しないと読み取りび停止しまず。 


マ ドバイス！- 

>八ンドコピーをまっすぐに動かしにくいとさ 
は、厚手の定規などを八ンドコピーの左端に 
置を、それに添わせて動かすと曲びりにくく 
なります。 


巧ぺージへ- 


簡 
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コー ドレス八ンド コピー をほラ 


一つづを 

6八ンドコピーを 

親機に取日付ける 

(腐 =3-8 ページ） 


① ③ 



•新しく読み取った枚数を表示します。 

このあとすぐにプ I 」ントするとさは 

狂）を押します。 （ @を押さなくて 
ち、約已砂後に自動的にプ U ントびはじま 
ります。） 

見てからプ1」ントするとをは 
リミ> を押します。 

このあと「八ンドコピーに記録した内容を 
画面で確認してからプリントする（見てか 
らプ U ント機能）」の手順日〜7 (防 3- 13 
ページ）を操作してください。 

♦プリントを途中でやめるとさは停止ボタン 
を押します。 

■ A 4 サイズより長く読み取ったとまは ■ 記録紙びつまったとまは （ B ®=9-7 ぺージ） 

A 4 サイズを越える部分はプリントしません。 

「分割コピー」（防 10-7 ページ）の設定を「す 
る」にすると A 4 サイズし U 上の部分を2枚に分けて 
プ U ントするよラにでさます。 


巧"お知 S せ 

• 記録紙やインクリボンびないときは、自動的にプリントされません。 

記録紙やインク U ボンをセットして、八ンドコピーに記録した内容を画面でお認してからプリントする 
操作（腐=3-13ぺージ）をしてください。 

♦八ンドコピーを親機に取り付けたとを「八ンドコピーをセットし直してください。」と音声び流れたら、 
八ンドコピーを取り付け直してください。八ンドコピーを取り付け直すと r 新しいデータびありません」 
とメッセージび表示されます。 

このときは、新しいデータとして、プ U ントできません。「八ンドコピーに記録した内容を画面で確認 
してからプリントする」（防 3- 13ぺージ）の操作でプ U ントしてください。 

♦化大コピーするときは、基準位置から約]已 cm 程度の幅で、読み取ってください。お大したあとの大き 
さび A 4 サイズを超えるものはプ U ントした画像び切れてしまいます。 

♦とじ込み原稿など、中央に段差のある原稿を読み取るとさは、八ンドコピーと原稿の間にすさまびでを 
ないよラに読み取ってください。すをまびあると読み取り部分び黒くなったり文字びぼやけたりします。 
♦糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾かしてください。読み取り面のガラスび巧れます。ガ 
ラス面び巧れると、読み取ったデータをプ U ントしたとをに白や黒い線び出る原因となります。 



5 読み取りび終わったら 

寅み巧 D / 停止 

を巧す 


このあと、動作中ランプび緑色のまい点滅に 
変わりメモ U - に記録します。 



動作中ランプび消なして、「ピー」と鳴った 
ら、メモ1」一への記録び終了です。 

続けて読み取るときは、ちう一度手順2か5 
操作をしてください。 
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歷) 


コー ドレス八ンド コピー をほラ 


読み取りをやり直したいときなど、読み取ったあとす 
ぐに消去ずるとをの操作でず。 



八ンドコピーを取り外したままで操作します。 

1るを約2巧偶 
巧す 


• 「ピッ」と鳴って、最後に読み取ったデー 
夕を1件だけ消去します。 


続けて消まするときは、もラー度5を約 
2秒間押します。 

>すべての読み取ったデータを消去すると 
「ピピッ」と鳴って、メモ U - ランプび消 
なします。 


A ンドコピーを規機に巧り付けたあとミ肖モずると ■ A ンドコピーのメモリ- 


をは 

八ンドコピーを親機に取り付けたあとミ肖去したい 
ときは、「八ンドコピーの内容を消去する」 
( b ®=3- 14ページ）の操作で消去してください。 

A ンドコピーの記録が巧について 

八ンドコピーで読み取った内容は、メモ U - に記 
録されます。記録できる枚数はなの通りです。 


記録枚数 

約36枚 （ 「文字」で読み取った 
とさ） 

《 A 4 サイズの当社標準原稿（英 
字で文字び約70□字程度の原 
稿） 

( 「写真」で読み取ったとさは 
A 4 サイズ約3枚） 

記録件数 

最大日日件 

読み取る長さ 

最大1 m 


グラフや表、写真などのある原稿を「文字」で読み 
取つたとをは、記録できる枚数はかなくなりまず。 


八ンド コピーの メモリ- 
点灯げ態でわかります。 


’ランプの点な状態 

メモリー残 量 ’ 

メロ J — 

〇 消打 

メモリーに何ち記録 
されていないとを 

:ふ 緑色点な 

> ▼ 4 

メモ U - に読み取った内容 
が記録されているとを 

メ P モ七緑色点滅 
\ミ/ (ゆコくりした点 励） 

メモリーが残りかなく 
なっているとを 

今 モリ 立 緑を点滅 
；.?/ (速い点滅） 

メモ U - がいっぱいで、 
これむ上記録できないとを 


読み取つたあとすぐに消去する 



の 

プ 

ン 

ラ 

- 

て U 
S モ 
〇メ 
こ 

罰量 

残残 



n — ドレス八ンド n ピーを使う 




















A ンロピ-に記録し加客を關で確認してか 5 プリントずる視てか目プリント機能) 


八ジド コピーで 
読み取る 

(陪 3-9 〜 

3-1] ページ） 

参読み取ったあと、八ンドコピーを親機に取り 
付けてから、停止ボタンを巧してください。 

♦すでに読み取ったデータびある場合は、八 
ンドコピーを親機に取り付けた状態で手順 
2からの操作を行ってください。 


2 


縣能選択 

〇 


を巧す 


A 1または,で 
表示をせるデー 
夕を選び、な齊を 
巧す 


を巧して 


I次ぺージ 

〇 

表示をせるぺ一 
ジを選ぶ 



[ 標準 2/2 ぺージ ] ^ 




偕を切替■回乾なべージ厂房る 

>記録されているデータを表示します。 

>データを表示しているとさに停止ボタンを 
押すと待機画面に戻ります。 


:▲) または： ▼) で 
r 八ンドコピー J 
を選び、 ci ^ を 
巧す 

みまたは:户•で 
r 八ンドコピーゾ 
モリー確認 J を選 
び、（だうを巧す 


八ンド コピー 

1八ンドコビーメモリー確認 
2倍率設定 
3詰込プリント 


巧> で選択，も./ま冠で決定 


百質 


戻る 


八ンドコピーメモ U —確認 
1新しいデータ 
2全てのデータ 


[1../;^!^ で表示，じピ -] で印ち 


画質 


戻る 


7表示しているぺ 
ージをプリント 

するとをは@ 

を巧す 

•プ U ントしたあとは、待機画面に戻りまず。 

♦スク□一 J レ/お大/縮ノ」回転することび 
でをます。 （ i ®=4- 18〜 4- 19ぺージ） 


■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


戾る 

〇 


を巧します。 


■ 記録紙びつまったときは{腐=9-7ぺージ） 


[巧しいデータ J または r をてのデータ J を全 
ぺージプ U ントずるとまは 

① 手順！〜4のあと,: — i ) または,: V 、 i で惭しい 
データ」または「全てのデータ」を選ぶ 

② を2回押ず 


巧^お知6せ 

♦八ンド コピーで 読み取った データを 表示している 
ときは、子機で電話をかけたり受けたりすること 
はでをません。 


コードレス八ンドコピーをほラ 




A ンドコピーで読み取った内容を画面に表示させて、 
プリントする前に内容をお認でをまず。 
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コードレス八ンドコピーをほラ 


八ンドコピーを親機に取り付けたあと、消'去ずるとをの操作です。 


I 機能選巧 


〇 


を巧す 


I 次ぺージ 


Q を巧して 

消去するデータ 
を表示をせる 



:▲) または： ▼) で 
r ハンドコピ ー J 
を選び、 Oi 齊を 
巧す 

みまたは： ▼) で 
r 八ンドコピーメ 
モリー確認 J を選 
び、^を巧す 

みまたは: V )で 
消去するデータ 
を選び、0^を 
巧す 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


戻る 

〇 


を押します。 


八ンドコピー 

1 八ンドコピーメモリー確認 
2 倍率設定 
3 詰込プリント 


® で選択，[:...な冠でミ央定 


画質 


房る 




■ r * if しいデータ J または「をてのデータ J をを 
ぺージミ肖モずるとをは 

① 手順！〜3のあと I :左）または,'— ▼) で「新しい 
データ」または「全てのデータ」を選ぶ 

キ M テ/網 

② 〇を押す 

③ 巧を巧す。 


■6 つ一度 

キヤツチ/消モ 

, Q , を巧す 

圧回線脚 


♦待機画面に戻ります。 


資^お知6せ 

•八ンドコピーを親機に取り付けたとき r 八ンドコ 
ピーをセットし直してください。」と音声び流れ 
たら、八ンドコピーを取り付け直して<ださい。 
八ンドコピーを取り付け直すと「新しい データ あ 
りません」とメッセージび表示されます。 


A ンドコピーメモ1」一確認 
1 新しいデこ夕 
2全てのデータ 


[ミ../; 夫田で表示，[北’-]で印品 

面頁 I ' I 房る 




A ンドコピーの内容を消去する 
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コードレス八ンドコピーでフアクスを送る 


あ6かじめ、八ンドコピーで読み取ったデータをファ 
クス送信するときの操作でず。 




八ンドコピーでフアクスを送る 


送りたい原稿を八ンドコピーのメモ U - に記憶させておいてくださし、。 
八ンドコピーを親機に取り付けた状態で操作します。 


(防 3-9 〜 3-1 1ぺージ） 


I 機能選巧 

〇 


を巧す 


:▲) または： ▼) で 
r 八ンドコピ ー J 
を選び、0^を 
巧す 


A ンド コピー 
1八ンドコピーメモリー確認 
2倍率設を 
3詰込プ I 」ント 


思で選択，巧田で;夫定 

百宜 I I I 戻る 


:▲) または： ▼) で 
[パンド コピーメ 
モリーお話 J を選 
び、を巧す 

みまたは: V )で 
を信するデータ 

を選び、狂）を 
巧す 


八ンドコピーメモリー確認 
1新しい五こ■夕 
2全ての データ 


[ミ../ず甩で表示，[北‘-]で印ち 


旧質 


戻 


次ぺージへ- 


簡 



n — ドレス八ンド n ピ—でフアクスを送る 
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コードレス八ンドコピーでフアクスを送る 


-つ づさ 

5ま話巧を取るか、 

すをを巧して 

「ツー」といラ音び 
聞こえたら、 

ダイヤルする 

参電話帳を使ってダイヤルすることをでさま 
す。 （ OS ' S - 17ぺージ） 

6 相手のちび出たらフ 
ァクスを送ることを 
伝えて 

FAW-h み 1 田 4 ■ 

@を巧す 

参相手のちとお話しせずにファクスを送りた 
いときは、電話びつなびったらスタートボ 
タンを押します。 

♦ネ目手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=4-3 ぺージ） 


■ 透中でやめるとまは 

送信データを選んでいるとさはを押します。 
通話中は受話器を戻します。 

参スピーカーホンでダイヤル中のとさは比-だも 
を押します。 

■ 1つ前に房るとまは 

, K を押しまず。 


をお知 S せ 

•見てからプ U ント機能（防 3-1 3ぺージ）では、 
八ンド コピーに 記録されている データを 表示した 
ままでファクスを送ることはできません。 



7受話器を房す 


•スピーカーホンボタンを押してダイヤルし 
たとさは自動的に回線が切れます。 




n — ドレス八ンド n ピ—でフアクスを送る 
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ぺージ 

ファクスを送る .4-2 

海がへファクスを送る .4-4 

電話帳や再ダイヤルでファクスを送る •• • -4 -己 

子機の操作でファクスを送る .4-7 

ファクスの受けかた .4-9 

ファクスを受ける .4-1 1 

受信した內容を画面で見る 

(見てか5プリント機能） .4-1 已 

メモリー受信したファクスを 

プリントする .4-20 

メモリー受信したファクスを消去する •• 4-21 
コピーやファクスをもつと便利に使う.. 4-22 














































mm 


原稿巧入ロ カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ B 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


•画質を還ぶときは、画質ボタンを押します。 
( i ®=3-4 ページ）画質ボタンを巧さなかつ 
たとをは、自動的に「普通字」で送信します。 

2ま話巧を取る 


♦受話器を置いたままダイヤルするとさは、 
スピーカー ホンボタンを押します。 

•相手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは （ B ぞ 4-3 ぺージ） 

3 「ツー」といラ音び 

聞こえたら 

ダイヤルする 


♦まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音をおかめたあと、正しくダイ 
ヤルしてください。 



参送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 


031234已已78 


画質-噫能還が' '登窗' 


@を巧す 

•ネ目手のちび電話を受けたらお話しずること 
びでをます。 

♦巧手のちのファクシ S U び留守ま電話のと 
きはその案内にしたびって操作します。 

♦巧手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クスち信に切り替わりまず。 

(おまかせ送信） 

《回線の状態でおまかせ送信びでさないこ 
とびあります。このとをは「ピー」とい 
ラ音び聞こえたら FAX スタートボタンを 
押して < ださい。 

♦送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまったが態になりま 
す。陈 =9-6 ぺージ） 


5受話器を房す 


♦ファクス送信び終わると終了音（鳥の声) 
び聞こえます。 




ファクスを送る 




I 案内が表示されまず。 


FAX 巧-卜 


スビ-力-ホン 

感 


0呼 



巧手のちび出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 

FAXW -卜 _ _ _ 


0 0 0 0 




ダイヤルボタン 


親機でお話ししてからファクスを送る 


000 ( 
000 C 
000 ( 


フアクス達る 



剧がげ卿 
句©©の 
〇 © 〇 © 


〇 〇 
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原稿挿入□カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


•画質を選ぶときは、画質ボタンを巧します。 

(c 這つ-4ぺージ）画質ボタンを巧さなかっ 
たとをは、自動的に r 普通字」で送信します。 


S ピろ-當を巧す 


♦送信する面を下にしてセツトします。 
(—度に日枚まで） 


スピーカー ホンダイヤル 


画質能遇が I 



3 「ツー」という音び 

聞こえたら 

ダイヤルする 


参まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音をおかめたあと、正しくダイ 
ヤルしてください。 

4 電話びつなびったら 

@を巧す 

参送信び始まります。 

参送信中、途中でやめるときは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になりま 
す。防9-日ぺージ） 

♦ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえ、自動的に回線び切れます。 


ファクスを送る 


■ を信前に途中でやめるときは 

受話器を戻します。 

がる-苗を巧してダイヤルしたとさはスビろ-苗を押し 
ます。 

■ B 巧な上の原稿びちるときは（腐 =3-3 ぺージ） 

■ 「通信エラーびお日ました。 J と聞こ文た百 
(防 9-22 ぺージ） 

■ セットした原稿を取日出ずときは{防 3-3 ぺージ） 
■ 子 ㈱ 0操作でファクスををるときは（防 4-7 ぺージ） 
■ 原稿がつまつたとをは（陈=9-6ぺージ） 


■ ファクスをを信したときの按了音を切り替えると 
まは 

「終了音」（防 =4-22 ページ）で切り替えます。 

■ おまかせを信とは 

巧手のちび受信操作をすると「ピー」という音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信 
します。【受話器を戻してください。】」とメッ 
セージび流れて自動的にファクス送信します。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 


■ を信前に途中でやめるとまは 

な-ざ苗を押ず 

■ 原稿がつまつたとをは （ B ®=9-6 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•相手の方びファクス受信に切り替えなかったとさ 
など「応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなときは、 
「お話ししてからファクスを送る」 （ b ®=4-2 
ページ）の方法で送信してください。 

参ファクス送信中にディスプレイに表示されるま号 
は相手のちのファクシ S リに登録されているま号 
(発信元ま号）でずので、実際にダイヤルした番 
号と異なる場合びありまず。（必要に応じて巧手 
のちに確認してください。） 

♦相手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に設 
定されていると、こちら側には「ピー」といラ音 
び聞こ元ます。 



031234已己78 


li 質梅能涅が' ’ I 畳 商- 


親機でお話ししないでそのままファクスを送る 


逝 


000 ( 
000 ( 
000 ( 


去 



フアクスを送る 
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1 原稿拝入□カバーを L 

開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向^ 
をにセツトする 


♦送信する面を下にしてセツトします。 

(一度に5枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質ボタンを巧します。 
(防"3-4ページ）画質ボタンを巧さなかつ 
たときは、自動的に「普通字」で送信します。 


2受話器を取る 


♦受話器を置いたままダイヤルするときはス 
ピーカーホンボタンを押します。 


3電話を社の識別 

番号をダイヤル 
する 




• 「マイライン」「マイラインプラス」を契 
約されているとさはダイヤルする必要はあ 
りません。 


010をダイヤル 
する 


XXXX 010 


頁 I 席能涅お ' 


畳远 


0国番号を入れる 

(例）アメリカ 

® 

■ 透中でやめるとまは 

受話器を戻しまず。 

を押してダイヤルしたとさは W ろ胃 t をを巧し 


〇か 

まず。 


■ 原稿びつまつたとまは { b ®=9-6 ぺージ） 

巧^お知6せ 

参海外へファクスを送るとさは、国や地域によって 
回線状況びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

参国際通話や通信につをましては、電話会社によっ 
て可能な国や地1 或などび異なりますので、詳し< 
は各電話会社までお問い合わせください。 


時差などちえて上手にご利用ください。 


(例）アメリカ （1-212-123-4 已日 7) へ送る場合 


海かへファクスを送る 


XXXXO 101 


画質梅能還が' I き m 


I 市か局まを入れる 

(例)@ (は)@ 


XXXXO 10 12 12 


画質嚼能還が • 録 


•最初にくる「日」は必要ありません。 


7ファクス番号をダ 
イヤルする 


1012121234567 


画質鳴能逞巧^登録 


(例）@ @ @ - @ @ @ 


電話びつなびったら 

FA |)- 卜を巧す 

•送信び始まります。 

♦送信中、途中でやめるとき停止ボタンを押 
します。（原稿びつまったが態になります。 
ぺージ） 

•ネ目手の方び電話に出る前に FAX スタートボ 
タンを押すとファクス送信びできないこと 
び态〇ます。 



巧かへファクスを送る 


墙 


00〇〇 
000 ( 
000 C 







お外へファクスを送る 












































電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


電話帳にファクス番号を登録しておくと、電話帳ボタ 
ンを巧したあと、マルチファンクシヨンキーの上下で 
相手のちを選んでファクスを送ることができまず。 

親機と子機の電話帳にはそれぞれ100人分の番号を 
登録でをます。（防2-12-2-14、 2-1 9ぺージ） 
相手のちがお話し中など、ちラー度電話をかけ直して 
ファクスを送るときは、再ダイヤルボタンを使って簡単 
にファクスを送ることがでをます。 


I 



受話器を置いたまま操作します 


■話帳登窗（な（残り ！ S 柏 


■ 途中でやめるとまは 

(©) を押します。 

■ 「通信エラーびち日ました。 J と聞こえた百 
(防 9-22 ぺージ） 

■ 受話器を取ってファクスををるときは 

① 受話器を取る 

② 「ツー」といラ音を確かめたあと、電話帳で 
送るときは、を押して、，: ん または 
( V ) で相手のちを選ぶ 

(第]ま号に送るときは、このあと@を 
巧して送ることもでさます。） 


再ダイヤルずるときは、 
順④へ進む 


③電話帳で送るときは、 


I 詳細き示 
〇 


を押し、手 


を巧してから、 


’:▲) または’: ▼) で電話番号（第1ま号または第 
2ま号）を選び、 硬 を押ず 

④ ネ目手のちび受信操作したときの「ピー」とい 
う音び聞こえたら（または、巧手のちとっな 
びったら） F 感卜 を巧す 

⑤ 受話器を戻す 

■ 規傑の再ダイヤルの記憶をミ肖去ずるとさは （(^2-26 ぺージ） 
■ 原稿びつまったとまは （ B ®=9-6 ぺージ） 


117 

177 

104 


① を巧して 
か S 、>) また 
は： ▼) で巧手の 
方を選ぶ 
•ディスプレイで巧手のちを確かめます。 


>m 

饮気予報 
僅号案内 . 


感で選択， [!../ 決迅で発信. 


巧索婿お登録骨細表示 


電話帳1件表术 
名前:池田悟 
読み:イケダヴトシ 


番敬 

ま号③ 

E-Mai 


031234567B 
0901234567 B 
I Keda@xx, yy. co, ) p 


巧 > で還択，巧茵'で発信 


I 詳細表示 

( DO を巧し 
てか5、▲ま 
たは ：▼) で電話 
き号铺1ま 
号または第2 
ま号）を選ぶ 

♦第1ま号にファクスを送るときは、手順① 
のあと、 FAX スタートボタンを押して送る 
ことちでさます。 


戻 


再ダイヤルでファクスををるとを 


を巧す 


再ダイヤル 


ミ也田悟 
0312345678 


夫田で発信，猫ま1で消3 

I 画質 I I I 


•ディスプレイで巧手のちの名前（ま号）を 
確認します。 



をお知6せ 


I ファクス送信中にディスプレイに表ホされるま号 
はネ目手のちのファクシ5 U に登録されているま号 
(発信元番号）ですので、実際にダイヤルしたま 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて相手 
のちに確認してください。） 


广 





000© 

〇 ©0© 

〇 〇 © © 
み宴)の© 



原稿拝入□カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


電話帳でファクスををるとを 


♦送信する面を下にしてセツトします。 

(一度に5枚まで） 

参画質を還ぶとさは、画質ボタンを押します。 
(应=3-4ページ）画質ボタンを巧さなかつ 
たときは、自動的に「普通字」で送信します。 



親機の電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 



電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 




000 ( 
000 C 
000 ( 
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をにセツトする 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

♦画質を還ぶとさは、画質ボタンを巧します。 
(陌=3-4ページ）画質ボタンを巧さなかった 
とさは、自動的に「普通字」で送信します。 


を巧す 


蛋話張登録4件蹲りり件） 


》天気予報 
>番号案巧 
巧田悟 


177 

104 

031234567 B 


巧>で選択， [!../ ま眉で発信. 


巧巧攝規き録臂巧表示「 


S を巧す 


な目手ち検索> 


半脚 


> 

护イサル]で文字入力，妇> で検 


[文字爾 r 


取消 


M 売みび已□音で始まるときは、手順3をとば 
して手順4に進むことびできます。 


巧を南規登録骨細表示'! ■ 


:▲) または： ▼) で 
巧手の方を選ぶ 


I 詳細表示 

Q を巧して 

か5、みまたは 
:▼:，で電話番号 
(第1番号また 
は第2ま号）を 
選ぶ 

•第]番号にファクスを送るときは、手順目 
のあと、 FAX スタートボタンを押して送る 
ことちでをます。 



4ダイヤルボタン 

でを前の r 読 
み J を入力する 

(豚]- 39 〜 1 - 
42ページ） 

• 「読み」の頭文字や途中までの文字でち探 
すことびでさまず。 

■ 透中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 原稿びつまったときは{陵 >9-6 ぺージ） 

4-6 


参選んだ相手のちに自動的に電話をかけます。 

•相手のちびファクス受信に切り替えると送 
信が始まります。 

をお巧6せ 

• 巧手のちびファクス受信に切り替えなかったとを 
など「応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなとさは、 
「お話ししてからファクスを送る」 （ B 穿 4-2 
ページ）のちまで送信してください。 


電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


名前の頭文字を選んで巧手のちを電話帳か S 選ぶこと 
がでをまず。 


— 

— 


— 

■^軍話張 

FAX 巧-卜 


'女 

C 





巧機の電話帳か6を前を探してファクスを送る 


原稿拝入□カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

店ち》ゥ5な 




▼) を巧す 


電話張登録4件磯り m ) 

順報 117 

》天気予報 177 

》番号案内 

、夕 

巧>で選択，ま迅で発信 


電話帳1件表示 
名前:池田悟 
読み:イケダサトシ 
き号①：〇31234日678 
番号霞:日目日日。日 
E-Ma i I: I keda@xx, yy, co, j p 
巧 > で選択，決沼で発信 

广 I I 修正广戻る 


索〉半脚 


> 

[ダ仆ル]で文字入力，巧>で検 


巧宇切咨' I I 取消 


池田悟 


000 ( 
0000 
00 0C 





電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 




























































































親機にセットした原稿を、モ機でダイヤルしてファク 
スを送信でをまず。 


hiii^ 


S モ機の操作でファクスを送る 


親機 


原稿巧入ロ カバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 




盤 


9〇〇〇 
〇 000 
〇 000 


•送信する面を下にしてセツトしまず。 
(一度に日枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
(臨 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとさは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 


ダイヤルしてファクスを送るとを 


>子機 


S ' 

を巧して 

巧手の方のま号を 
ダイヤルする 


電話帳でファクスををるとを 


I モ機 


# 

みまたは： ▼) 
で巧手の方を選 
、だあと、を^ 
を巧す 


在 


再ダイヤルでフアクスををるとを 




モ機 

Qlfd ( を巧したあ 

と、： ▲) または: ▼) 

で巧手の方を選 
び、^を巧す 

♦テ機を置いたままでファクスを送るとさは 
スピーカー ホンボタンを押します。 




子機 


相手の方が出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 

@を巧す 


参機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めまず。 

♦相手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとをは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

参相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=4-3 ぺージ） 

》回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
ます。そのとさは「ピー」とい5音び聞こえた 
6、機能ボタンを巧してください。 



■ 途中でやめるとまは 

/?) を押します。 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をミ肖モずるとをは 
(防 2-27 ぺージ） 

■ 原稿がつまったときは（陵 >9-6 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

♦親機や他の子機でかけた電話番号をモ機で再ダイ 
ヤルずることはでさません。 

•子機で再ダイヤルでさるのは、 24 ケタまでです。 


子機の操作でフアクスを送る 


職 


モ機の操作でファクスを送る 
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親機 


原稿挿入ロカバーを 
開けて原稿ガイドを 
合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 



参送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に日枚まで） 

♦画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
(防 3-4 ぺージ）画質ボタンを押さなかつ 
たとをは、自動的に「普通字」で送信しま 
す。 


(#モ機 

巧手の方のち前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

を2回巧す 

モ機 

▼) を巧す 


I モ機 


を巧す 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


I 子機 


S'- 

:▲) または： ▼) 
で巧手の方を選 
んだあと、^ 
を巧す 


♦相手のちの番号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 


6<^モ機 

相手の方び出たらフ 

ァクスを送ることを 

伝えて 

©对甲す 

•送信び始まります。 

•ネ目手の方とお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押しまず。 

♦ネ目手の方び受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=4-3 ぺージ） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
ます。そのとをは「ピー」とい5音び聞こえた 
5、機能ボタンを巧してください。 



カナ 


参入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

♦該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないときは、最を近い次の名前を表示 
します。 

■ 透中でやめるとまは 

を押しまず。 



■ 原稿びつまったときは （陵 >9-6 ぺージ） 


モ機の操作でファクスを送る 





S 子機の電話帳か6名前の頭文字を探してファクスを送る 




000 ( 
000〔 
000 c 




fi 



モ機の操作でファクスを送る 
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ファクスの受けかた 

ファクスの受けかたは、「在宅モード」と「留守モード」の2つの種類がありまず。 

受信したファクスのプ U ントのしかたは、「見てか日プリント」「メモリー受信」「記録紙受信」か5選び 
まず。 


■なをモード時の操作（咳 =4- 11ぺージ） 

♦ご購入時、呼出音の回数は「無制限」になっています。 



をお知 S せ 

参呼出音の回数を1回に設定ずると、すぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になりまず。ま 
た、応答メッセージを流さないよラに設定するこ 
とはでをません。 

(応答メッセージび流れている間に受話器を取る 
と話すことびでをまず。） 



一定の呼出音び鳴った （1 〜2已回）あと、ファクス受信に切り替えることもでをます。 

(防 4- 13〜 4- 14ぺージ） 

ただし、巧手のちび「ポー•ポー…」といラ音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、ネ目 
手のちびスタートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。 FAX スタートボタンを 
押して受信してください。 


(家にいるとさ) 


巧ちモー 



フアクスの受けかた 
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ファクスのまけかた 


鑑) 


留守モード （留守にするとき） 


■留寺モード時の動作 （防 5-2~5-4ぺージ） 




設定した回数の 

呼出音び鳴る [ 応答メッセージが流れる 

■ ■ ■ ■ 「にた今、留守にしており 

ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 


(呼出音の回数 
: 4回） 

※呼出音の回数は 
変更でをます。 

( B ® '已 -3 ページ） 
※お買いあげ時、呼出音 
の回数は「4回」に 
なつています。 


(相手がファクスのとさ） 

巧手びスタートボタンを押 
ずと自動的に受信します。 




相手が電話のとき ) 

通常の留守番電話の動作 
になります。 



广 ^ 

送5れてきた原稿は、プリントするとを、全体を約日3%に縮ルします。 

ファクスを受信ずるとさに、受信曰付や相手のちの電話番号をプリントするため、全体を約93%に縮ルし 
ます。縮ルしないでプ U ントしたいとさは、縮小受信の設定（陪=107ぺージ）をし」にしまず。 
※ただし、「なし」に設定をされてち相手のちの機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態によつ 
て、正おに1巧]にならない場合びあります。 

V__ J 


フアクスのプリントのしかた 


ファクスを受信したときのプ U ントのしかたは、次の3通りです。お買いあげ時は、メモ U —受信に設定さ 
れていまず。 

変更するときは 「 FAX 受信ち法」で設定しまず。（陪 4-22 ぺージ） 

見てか S プリント- 

( bS =4- 1已~4-1已 
ページ） 


ファクスをメモ U - 受信（《）し、ディスプレイに表示してお認することびでさま 
す。内容を確認してから、必要なファクスだけプリントでさます。（自動的にはプ U 
ントしません。） 


メモリー受信 


記録紙受信 


ファクスをメモ U - 受信（《）してから自動的に記録紙にプリントします。記録紙や 
インク U ボンびなくなったとさ、受信データはメモ U —にな存されています。 

ファクスを受信しなびら自動的に記録紙にプリントします。記録紙やインクリボンが 
なくなったとをはファクス受信でさません。 

-※メモリー受信とは- 


送られてきたファクスを記録紙にプリントせずに、し b たんファクシミ U のメモ U - に記録することです。 



フアクスの受けかた 
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ファクスを受ける 


相手のちとお話ししたあと、ファクスに切り曾えまず。 




原稿をセツトしていない状態で操作します。 


受話器を房す 



♦ファクス受信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえまず 


■ おまかせ畳信について 

電話を受けたとさ「ポー■ポ-」といラ音び聞 

こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻してください。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けます。 

(「おまかせ受信」を解除するには BSMO - 日 
ぺージ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあり 
ます。そのときは r ポ ー. ポ ー■ ポー'''」という 
音び聞こえたら@ (子機使用中のとさは@ 
) を押してください。 

■ 記録紙がつまつたとをは{陌=9-7ぺージ） 


■ 呼出音び一定の回資 I ( 1〜25回）鳴ったちと、 
ファクス受信に切日督えるとまは 
(防 4-13-4- 14ぺージ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴り「ポー.ポー…」といラ音を 
検出すると、ファクス受信に切り琶わります。在 
宅モードでファクス受信されることびをいとを 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「在ちモード時のコール回数」を日回 L ソ下に設定 
してください。 

7回 L ソ上に設定されると巧手のちび自動送信をさ 
れたとをなどは、ファクスに切り督わりません。 
また、相手のちび手動送信のときは、相手のちび 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとを 
だけファクス受信できます。 


職 








no ©© 

〇 ©0© 

〇のの© 

9 © © © 

0 〇 〇 

。。。。風 


J L 

FAX スタ-卜 

參 


ザ!^'を巧ずとファクス受信の案内が表示されまず。 



呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 


参スピーカー ホンで受けるとさは スピーカー 
ホンボタンを押しまず。 


ファクスに切り替え 
ることを相手のちに 
伝えて 

FA 簽卜を巧す 

•受信び始まります。 

参受話器を取るだけで自動的にファクスに切り 
替わることちあります。（おまかせ受信） 


電話に出てからファクスを受ける（在宅モード時) 



フアクスを受ける 
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ファクスをまける 






親機に原稿をセットしていない状態で操作します。 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているとさは通話 
ボタンを巧します。 

♦通話ボタンび点灯しまず。 


■ 記録紙びつまったときは （ B を 9-7 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

参キャッチホンをご利用のとさは、ファクス通信中 
に回線からの信号で通信びでをなかったり、画像 
に線び入ったりずることびあります。 

参コピー中はファクスを受けることはでをません。 
電話びかかってきたときは、親機の受話器を取っ 
てお話しください。 

• 固定メッセージび流れている間に、親機の停電時 
端テに接続した電話機の受話器を取ってを通話で 
をません。 

♦ネ目手の方びファクスを手動送信で送ってさたと 
を、電話を受けても無音の場合びありまずので、 
呼びかけて応答びないことを再度確認してから、 
親機の FAX スタートボタンまたは、子機の機能ボ 
タンを押してください。 



2 相手のちにファクス 
に切り替えることを 
伝えて 

@を巧して、 

巧電器に房す 

♦親機に原稿びセットされているとさに機能 
ボタンを押すと送信になります。 



J モ機の操作でファクスをまける 



フアクスを受ける 



©田 QQQ } 日 
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ファクスをまける 



日回鳴ってち電 fis に出ないとファクスから 
自動的に 

固定な答メッ七ージび流れる 



応答 メッ セージが流れている間に受話器を取 
ると通話でをまず。 



をお知5せ 

♦呼出音の回数を7回しツ上に設定すると、巧手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタートボタ 
ンを巧されたときはファクスに切り替わりません。在宅モードでファクス受信されることびをいとき 
や、電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「在宅モード時コール回数」を日回じ(下に設定してく 
ださい。ぺージ） 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （ B ぞ已 -2 〜已 -4 ぺージ） 

•ネ目手のちび「ポー•ポー…」という音を出さずに送信ずるファクスをご使用の場合や、巧手のちびスタート 
ボタンを巧さなかったとさは、自動的に受信できません。このようなとさは受話器を取ってから、 FAX ス 
タートボタンを巧して受信してください。 


WE3 


呼出音の回数を設定 （ b ®=4-14 ぺージ）ずると、一定の呼出音び鳴ったあと、自動のにファクス受信に切り 
替えることびできます。 



プルル （1 回目） 
プルル（日回目） 


プルル (1 回目） V 
プルル（日回目 ）V 



フアクスを受ける 
























ファクスをまける 


■ Hi 制旧巧出 J になっているとさは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 

(はじめは「無制限呼出」になっています） 

■ 受信できないが態のとをは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 

■ 呼出音の種類ををえるとをは （防 =1-33 ぺージ) 


受話器を置いたまま操作しまず 


登録 

〇 


を巧す 


:▲) または： 

で r 音関連設 
定 J を選び、 
。齊)を巧す 


お細ぉ店： 

1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
己電話帳 

巧> で選択， [1../ ま眉で決定 


戻る 


音関連設定 
1音量調整 
2親機呼出音 
3メール到着通知音 


巧> で選択，巧迅で決定 

戻る 


:▲) または： ▼) 

で ri 財蔑呼出 
音 J を選び、 
な齊を巧す 

ぶまたは: y ) 

で r 巧ち時コー 
ル回数 J を選び、 
Cli 貪を巧す 


親機呼出音 
1親機呼出音切替 
2在宅時コール回数 
3留守時コール回数 


巧> で選択， [ミ../ ま眉で決定 


戻る 


在宅時コール回数 
1回数選択 
2無制限呼出 


巧> で選択，況围で決定： 

て ‘I I 戻る 


:▲) または： ▼) 

で r 回数選択 J 
を選び、 

0^を巧す 

呼出音の回数を 
入力する 
(□1〜25回） 

(例）日目回 

Cl ^ を巧す 


回数選択 
現在無制限呼出 


01-25 を入力してください 


戻る 


回数還択 

在宅時コール回数こ06回 


[ミ… ノミ夫冠でミ夫定します 


巧消 


回数還択 


6回 

に設定しました 


[ミ../ 巧沼でみ定します 


戻る 


停止 

(§) を巧す 


呼出音の回数を巧える（巧ちモード時) 





フアクスを受ける 
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受信した内容を画面で見る視てか5プリント機能) 


メモリー受信したファクスを画面に表示して確認して 
から、 必要なものをプリントずることびでをます。 


見てか6プ U ント機能を使うときは、あ6かじめ 
巧の設定をしてください。（防 4-22 ぺージ） 

-^ FAX 受信ち法」^「見てか6プリント」 


-メモリー受信とは 


送られてきたファクスを記録紙にプリントせずに、 
いったん親機のメモ1」一に記録することです。 


見てか6プリント機能とは 


ファクスをき信したことび表示をれ、 
ソフトボタン（緑ち）び点滅する 


" を*甲し、 Tfax ま信リス 
卜 J を表示する 



l/20'll ： 30alTr 
日 /1 日 I 日 ： Mam 
日 / 17 3:0 0 口 m 

- 祗日 3 リ 34 日け目 - 

I 枚兰浦ヴオ U 

I 枚 日 3 日 7 日日 43 り 

ホ 

ホ緣 

ん ■/; 夫迅で表示，此’ -] で印 

I き信情串巨' 

I \ 

戻る 


▲:または古で表示したいファクス 
を選び、 Oi 背を巧す 



r 


(D :たてち向にスク□ールできることを示 
しています。 

〇:よこち向にスク□ールでさることを示 
しています。 



:1つ前の画面にもどします。 


次ぺージ （11^4- 19ぺージ） 


:次のページを表示します。 


回転 （陪^ 4- 19ぺージ） 


:押ずたびに表示を9ぴずつち回転させます。 


倍率切曾 （0^4-1 9ページ) 


押すたびにお大/縮ル/標準表示されます。 


巧刷 （0^4-1 9ぺージ） 


:画面にファクスび表示されているとさに、 
娜しまず。 


—夕の消去 （臨 4-21 ぺージ） 


「 FAX 受信リスト」で、消ましたい 

キヤツチ/消ま 

フアクスを選び、 〇を2回押します。 

IL 回綻断 




270。 


180° 


簡 


ファクス 


受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 
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受信した巧客を画面で見る（見てか6プリント機能) 


■ メモ U - 受信が巧について 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び700字 
程度の原稿）を「普通字」で約22枚までメモリー 
受信できます。（受信メモ U - と録音用のメモ U - 
は同じメモリーを使用していまず。録音などび残っ 
ていると、メモ1」一受信でをない場合びあ D ま 
す。） 

■ メモ y - びいつぱいになつたとまは 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信び 
止まり通信エラーになりまず。メモリー受信した内 
容をプリント/消モしたり、不要な録音メッセージ 
を消去してください。または、 「 FAX 受信ち法」 
の設定を「記録紙受信」にしてください。 

( 「記録紙受信」の場合は、インクリボン、記録紙 
びセツトされているかお認してください。セットさ 
れていないと受信でをません。） 


巧^お知 S せ 

• 作 AX 受信ち法」の設定（咳 =4-22 ページ）を 
「メモ U - 受信」にしている（待機画面に「メモ 
U - 受信」と表示している）場合、記録紙やイン 
ク I 」ボン切れなどでプ1」ントでさなかつたとき 
は、 r 見てからプリント」機能と同じ操作で内容 
を確認でさます。 

•「 FAX 受信ち法」の設定（腐=4-22ページ）を 
「記録紙受信」で受信したファクスは、 r 見てか 
らプリント」機能を使うことはできません。 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 



涌1パい。 湘 （1 化り! [EF 
8/18 lOiOOani 1 巧兰巧ヴオ U 
5/17 r.Um 1 巧 0337654321 


[ミ •./ ま沼で表示，ロヒ’ - で印ち 



r ま信 FAX びあ 
D ます。… J と表 
示される 


曼信 FAX - 賣 


〇 


を巧ず 


>FAX 受信 U ストび表示されまず。 

>8 件目しソ陶ま ’:▲) または I: ▼，で力ーソルを 
移動して表示させます。 



暖信 FA 


受信した巧客を画面で見る【見てか6プリント機能） 


「見てか6プリント」機能を使ってファクスをメモ 
リー受信ずると、受信内容を画面に表示して確認ずる 
ことがでをまず。 



r データびあ日ません J と表示したときは 

メモリー受信されているデータはありません。 


■ 受信情巧を巧認したいとまは 


Q~" 娜 L たちと、®娜す。 

(受信 FAX の件数、未お認 FAX の件数、メモリー 
残量（％)び約5秒間表示されまず。） 


をお知 S せ 

♦ A4 サイズの長さを超える受信データは、 A4 サイ 
ズまでしか表示でさません。 

• メモ U —受信したデータによっては表おされるま 
でに時間びかかる場合もあります。 



3ぶまたは： ▼) で 

表示したいま信 
データを選び、 
( g ) を巧す 


♦メモ1」一受信したデータを表示しまず。 

♦表示している受信データをスク□ール/お 
大/縮ル/回転/ページ切替/プ U ント/ 
消去することびでをます。 

(臨 4- 18〜 4-1 日ぺージ） 

4 (©) を巧す 


•待機画面に戻りまず。 


画質 I 機能涅巧哥 1 FAX — H ，登録 



■ 透中でやめるとまは 

藝娜します。 

■ FAX 受信リストについて 

未確認の受信データのとさ 
は「未」と表示します。 


Xun II 

3(]am| 

18/18 U 
IB/I? 3 

日日 am I 
00pm I 


浑 

で枚! i . 


，肝 ]- mwn ~~I 物 

!=浦サオ iJl 




受信した受信した枚数ナンバー■ディスプレイ利 
曰付■時（ページ数）用時には相手のちのま号を 
刻を表示を表示しまず。表おします。 

します。 ネーム•ディスプレイ和用 

時や電話帳に登録している 
とさは名前を表示します。 


f - 





000© 

Q ©00 

5^ の © 

o を震 )© 






で受信データの確認ちまを見ることびできまず。 


メモリ-ま信したデ-夕を表ホする視てか5プリント機能) 


タタが 

ホホホ 




受信した内容を画面で見る(見てか日プ U ント機能) 
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鑑) 


ま信した巧客を画面で見る（見てか6プリント機能) 


メモリー受信した内容を画面に表示ずることがでをま 
ず。 （ i ®=4-17 ぺージ） 

また、バンドコピーで読み取ったデータを表示ずるこ 
ともでをまず。 （ BS ' S - IS ぺージ） 

表示しているデータを上下左ちに動かしたり（スク 
□-ル）、化大、縮小したりすることができまず。 


_ /ム _ 



- - 

'悟率切替 

'回転 

1巧ぺージ 

,'w 、 

〇 

〇 

〇 

中 


(例）メモリー受信したデータ、八ンドコピーで読み取ったデータは、下記のように表示され 
まず。（受信内容が、複数ぺージあるときは、1ぺージ目を表示します。） 



メモ U —受信したデータ 



■表示しているデータを上下左ちに動かす（スク□-ルする） 

♦データの端まで表示すると、それしツ上同じち向へは動かなくなります。 


(▲) を押すと、 
上へ動をます 


を押すと、 
左へ動をます 




■>) を巧すと、 
ちへ動をます 


’、ス,1を巧すと、 
下へ動さまず 


次ぺージへ- 


をお知 5 せ 

•写真原稿や文字のをい原稿を受信したときは、表示に時間びかかることびありまず。 



現在表示している倍率現在表示しているページ/総ページ 



表示したデータを操作する 



受信した内容を画面で見る(見てからプ U ント機能) 



























































































■ページを変える 

複数ページをメモ U- 受信しているデータのとさは、次ページボタンを巧すたびに次のページを表示し 
ます。（八ンドコピーで読み取ったぺージを表示しているときに、ぺージを変えることはできません。） 


•最後のページを表示して 
いるとをになページボタ 
ンを巧すと1ページ目に 
戻ります。 


■表示しているページをプリントずる 

化‘-/印刷 

表 W 中にを押す 

表示中のページをプ U ントします。（プ U ントしたあとは、待機画面に戻ります。） 

※複数ページのとをは、プ U ントしたページのみメモ U —から削除されます。 

■表示しているぺージを消去する 

表示中に 〇 を2回押す 

IL 回線邸 I 

※複数ページのとさは、表示していたページのみメモ U —から削除されます。 

■ メモリー受信したデータを1件ずつミ肖モするとをは 
(防 4-21 ぺージ） 

貪^お知 S せ 

参お大/縮ル表示中にコピー/印刷ボタンを巧して 
ち等倍でプ U ントします。 

参 A4 サイズの長さを超えるデータは、 A4 サイズま 
でしか表示でをません。 


1ぺージ目 


〇 


娜ず 


2ぺージ目 


〇 

■■■ 


を押ず 


最後のぺージ 


'巧べージ 

〇を押す 


受信した巧客を画面で見る【見てか6プリント機能） 


職 


-つづを 

■表示しているデータを J 広大/縮ル/標準表示する 

倍率切替ボタンを巧すたびにあ大/縮ル/標準表示されまず。 

標進 化大（約2倍） 



を押す 



唯率切留 

Q を押す 


'倍率切留を押ず 


縮ル 



■表示しているデータを回転する 

回転ボタンを押すたびにち回り（時計回りに）90度ずつ回転します。 



Q 娜ず 


Q 娜す 

一 

說。 

一 


回転 

〇 


を押す 



受信した内容を画面で見る(見てか日プ U ント機能) 
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WEax ) 

腸 


メモ u — 受信したファクスをプ u ントずる 



メモリー受信した内容をフリントずるときの操作でず。 


liFAX-l 

〇 


を巧す 


■ 11:31] 帥 JilLiiilfflSIHM 未夕 

8/18 lC ： CCafn 1巧兰浦サォ U 未夕 

8/17 3： CCpiii 0387654321 ホタ 


(ミ.-./ ま 田 で表示， [北’-] で印 fi 


I 受信胤「 


戻る 


参 FAX 受信 U ストび表示されます。（防 4- 
17ぺージ） 

• 8件目しソ陶ま ’:▲) または i:y) を押して表示 
させます。 


4) またはザで 
プ y ントしたい 
ま信データを選 
んだあと、 

化’-/印刷 

@を巧す 

参プ U ントを開始します。プ1」ントした受信 
データはメモ1」一から消えます。 


■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 

■ 1ぺージずごプリントするとさは 

①を巧す （ FAX 受信 U ストび表示され 
ます。） 

③，ぶIまたは1:,)でプ U ントしたい受信データ 
を選んだあと、 (g) を押ず（選んだ受信デー 
夕の1ページ目を表示します。） 

③ を巧してプリントしたいぺージのみを 
表示させる 

④ @を押す（表おしていたページをプリン 
卜しまず。プ U ントしたページは、メモリー 
から消えます。） 


■ 記録紙がつまったとまは （防 9-7 ぺージ） 


プ U ント中にインク U ボンびな<なつたとまは 

受信した内容はメモ1」一に残っていまずので、プ 
U ント中の記録紙を取り出してから、インク U ボ 
ンを交換（防 9-8 〜9-白ぺージ）してください。 


巧"お知 S せ 

•プ U ント中は、子機で電話をかけたり受けたりす 
ることはでをません。 



巧をしているメモ U — ま信データをプリントする 




メモ U — 円又信したフアクスをプリントする 













































メモ u —受信したファクスを消去する 


職 


メモ U - 受信した内容を記録紙にプリントしないで、 
FAX 受信 U ストか6選んで消去ずることびでをます。 


停止 


〇 〇 P 〇, 


Mm 

1 SiFAX-i 

* 〇 


を巧ず 


B/1B 
B /17 3 


Jiam ~ . t 化 ホタ 

:011 am 1枚兰浦ヴオリ ホグ 

JOpm 1枚0 3 8 76 5 4 3 21 ホグ 


ん ./ ミモ田で表お，日ビ -] で印同 


I 受 


戻 


FAX 受信 U ストび表示されます。（防 4-1 7 
ページ） 

> 8件目け降は’:—んIまたは1:— ▼) で力ーソルを 
移動して表示させます。 


2 i ) または：▼:で 

ちラー度押すと 

消去したいま信 

選お中の受信 FAX データ 
を消去します 

データを選んだ 
あと、 

' ' '戻る 

キャッチ/おま^ 

〇を巧す 


IL 回線節 i 



■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 確認ちみの受信データをミ肖去ずるときは 

キヤツチ/消ま 


を巧す 

▼) で「確認済受信 FAX 全消ま」 


rLBSm 

② （▲) または 
を選び、0^を巧す 

③ (g) を押す 

■ ずべてのメモ y - 受信データをミ肖モするとまは 

キ M 肝消去 

① Q を巧す 

り I し回篇断 

② ’:▲) または’，）で「受信 FAX 全消去」を選 
び、巧函）を押す 

③ eg) を押す 




I_ f L _1 

毎信 FAX — 質 


_1 

キャッチ/消去 

〇 

■. T ; 

\k} 

〇 



IL 回お断 


ち5—度 

キャッチ / i 粒_ 

〇 を巧す 

IL 回線断 I 


W 


TT マむ n 椒川り欄^未夕 


消去しました 


[ミ ■■/ ま冠で表示，[北’-]で印5 


「受信欄 


戻 


•選んだ受信データが消まされます。 

惇止 


(§) を巧す 


•他に受信データがないとさは待機画面に戻 
りまずのでこの操作をずる必要はありませ 
ん。 


1ぺージずつ消去ずるとをは 


① "を押ず （ FAX 受信 U ストび表示され 
ます。） 

② I:左）または|:ス）で消去したい受信データを選 
んだあと、 r だろを押す（選んだ受信データの 
1ページ目を表示します。） 


③ を巧して消去したいぺージを表示させる 

④ It ろを2回巧す（表示していたページを消 


まします。） 

⑤^を押す（他に受信データびないときは、自 
動的に待機画面に戻ります。） 


メモリー受信したデータを1件消去する 


メち—禱」ち7ミを消妻る 


© © © © 
© © © © 
〇 © 〇 © 




〇 〇 〇 
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コピーやファクスの送信-受信後に鳴る終了音の種類を選びます。 
•鳥の声 「鳥の声」でお知らせします。 

•アラーム音 「ピー音」でお知5せします。 

•なし 終了音を鳴5しません。 


硬 *> 

信止 

簽 


b ♦ r 詳細設定」を選ぶ > リち^ ♦ 「FAX/ コピー」を選ぶ ♦ 

>>「終了音」を還ぶ ♦ ♦ 己;ム音 ♦ 05^ ♦ 

3 :なし 
から選ぶ 


親機のボタンを巧したときに「ピッ」といラ音（キータッチトーン）を鳴らします。 

•あり 親機のボタンを巧したとさに「ピッ」といラ音（キータッチ!-ーン）び鳴ります。 
•なし 「ピッ」といラ音（キータッチトーン）び鳴0ません。 


や 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

も 

と 

便 

利 

に 

使 

う 


終了音 


ファクスを受信するとをの方法を選びます。 

•見てか5プリント いったんモ U —に記録し、内容を画面に表示して確認することびでをます。 

-メモリー受信 ファクスを方モリー受信してか5自動的にプリントします。記録紙やインク U ボンび 

なくなったとき、受信データは方モリーに保存されています。 

•記録紙受信 直接記録紙にプリントします。記録紙やインクリボンびなくなったときはファクス受 

信でをません。 


登録 

〇 


r 詳細設定」を選ぶ> ^ 「キータッチ音」を選ぶ > >> 


あり1 


2 :なし 

のどちらかを選ぶ 


' _^ 停止 

(©♦(§) 


■ 途中でやめるとまは 


停止 


を押します。 


つ前に房るとまは 

を押します。 


戻る 

〇 


キー タツチ音 



□ 

ピ 


登録 

〇 


「詳細設定」を選ぶ 


CIS) 


「FAX/ コピー」を遲ぶ 


>> fAX 受信ち法」を選ぶ > (た巧 


1 


見てからプリント 


メモ U- 受信！ 


記録紙受信 
から選ぶ 


嗯 ♦ 還 


WEax) 

儘) 


コピーやファクスをもっと便利に巧う 


コピーやファクスををつと便利に使うために、いろいろな登録や設定がでをまず。 

親機で設定します 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨンキーの ‘:▲) または （▼) で選びます。 


(例） 


登録設定 
1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧>で選択， [!../ 巧眉で決定 


(?) を押す 


FAX 受信方法 


登録設定 
1初期登録 
2からく0時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧> で選択， [!../ ミ夫冠でミ夫定 


工場出荷時は I 


I に設定されていまず。 


はた6さ 手順 


はた6き 


はた S き 


4-22 


































留守番電話 


\ \ 

ぺージ 

留守に設定する . 己-2 

留守設定を解除して録音内容を聞く……已-已 

録音內容を再生する . 己-巨 

録音內容を消去する . 已 -8 


自分で応答メツセージを録音する .5-9 K 

留守機能をもっと便利に使う .5-10 










































留守に設定ずる 


外出中に相手のちの伝言を録音したり、また、ファク 
スを自動受信します。 

相手のちの用件は、1件につを最大約3分間録音でを 
まず。ずべての録音を合わせて、最大約12分間、30 
件まででず。 




留守に設定する 


1 鑑譜 して点 


©時ィ質) 



r 消な I I 点な1 

♦留守ボタンび点なし、固定応答メッセージ 
び流れます。 

参録音でさる残り時間び5分け下のとさは、 
「残り約〇分、録音でをます。」と流れま 
す。 


固定応答メッセージ 


「ただ今、留守にしております。ピーッと鳴り 
ましたらお名前とご用件をお話しください。フ 
アクスを送られる方は、スタートボタンを押し 
てください。」 


■ 自分で録音した応答メッセージ{オリジナルメッ 
セージ）にずるとをは 

① あらかじめ応答メッセージを録音する （B ぞ已- 
9ページ） 

② 僧')を巧す 

■ 固定応答メッセージび流れたあと r ピ ー J と鳴る 
までの時間ををえるとをは 

はじめは2秒に設定されています。]秒または4秒 
に変更することびでさます。 

(発信音待ち時間防 10- 日ページ） 


巧^お知 S せ 

参才1」ジナルメッセージにしたとさでち、ファクス 
受信できなくなったときや録音びできなくなった 
とさは、自動的に固定メッセージに切り替わりま 
す。 （B を巳-3ぺージ） 

•録音時間び残り1分 L ソ下、または残りの件数び3 
件し i (下になっているときは、留守設定したときに 
「メモ U —びをラすぐいっぱいです。」と音声で 
お知らせします。このときは不要な録音を消して 
ください。（防已ぶぺージ） 

•ファクスのメモ U- 受信データびあると、録音で 
をる時間びかなくなります。 

参留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに慢信 FAX びあります'''」と表ホ 
されます。 （0 ぞ 4-1 已ぺージ） 




留守番電話 


留守に設定する 
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留守に設定する 


固定応答メッセージの内容は変わりまず。 


応答メッセージげ流れるまでの呼出音の回巧を変 
えるとまは（留守モード時のコール回が） 

応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を設 
定しまず。 


① 


〇 


を押す 


② ずたは‘’ス，'で「音関連設定」を還び、 eg) 
を押す 

③ :'，または，;’で「親機呼出音」を選び 、硬 
を巧す 

④ または‘'、 T,'| で「留守時コール回数」を選 
び、 潛 を押す 

⑤ ;，または‘'ス，'で「回数還お」を選び、な巧を押 
す 

⑥ ダイヤルボタンでコール回数を入力する 

(01 回〜2已回） 

⑦ eg) を押す 
⑨魚)を押す 


■ 巧手の方が自動送信でファクスを送っているとをは 

「ポー-ポー…」といラ音を検出ずると、自動的 
にファクス受信に切り替わります。（ファクス受 
信可能な場合のみ） 

■留守機能をちっと便利に使いたいときは 
1〇ぺージ） 

■ 留守設定中に巧手の方の録音中の青を聞<とまは 
(お青巧巧） （防 10-6 ぺージ） 

お声拝聴の設定を「あり」にずると留守録音中に 
巧手のちの録音中の声と応答メッセージびスピー 
力一から聞こえます。（工場出荷時は「あり」に 
設定されています。） 

「なし」に設定すると録音中の声と応答メッセー 
ジは聞こえません。 


をお知 S せ 

参増設電話機をお使いのとを、応答メッセージび流 
れているとさや録音び始まってから増設電話機の 
受話器を上げても通話でをません。 

参メモリー容量びないとを（メモ U- びいつぱいの 
とを）は、ファクスをメモ U- 受信ずることや録 
音することびでをませんので、応答メッセージび 
自動的に切り替わります。ちとの応答メッセージ 
に戻すとさは、メモ U —受信データをプ U ントま 
たは消去ずるか（防4-20、 4-2] ぺージ）、不 
要な録音を消ましてください。 （ii®=5-8 ページ） 

参録音とメモ U —受信は同じメモリーを使用してい 
ます。メモ U —受信データびあると録音でをる時 
間び少なくなりまず。 



ファクス受信できるび、録音でをないとき 

「ただ今留守にしております。ファクスを送られるちは、 
スタートボタンを押してください。電話のちは、恐れ入り 
まずび、を程おかけ直しください。」 

録音はできるび、ファクス受信できないとき 
(インクリボンびないとさなど） 

「ただ今留守にしております。ピーと鳴りましたらお名前 
とご用件をお話しください。」 

ファクス受信も録音らできないとを 

呼出音び鳴り （2 已回）、「ただ今留守にしております。恐れ 
入りますび後程おかけ直しください。」 （3 回流れまず。） 
※ただし、 U モート操作（陵=日 -13 〜日 -1 已ぺージ）ずるため 
の暗証番号び登録されていないと応答しません。 


留守番電話 


留守に設定する 
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留守に設定する 


着信までの呼出回数と I ルセーパ~ 

留守モードでは着信までの呼出回数を設定ずるか、「トールセーバー」といラ機能を選択でをまず。 
トールセーバーを選択ずると、外出先から留守ま電話のメッセージび入っているかどうかを確認でき 
ます。 

<が出先か S メッセージの有おを確認ずる（ I ルセーバーのとき）> 

外出先から自宅に電話をかけて、留守番メッセージび再生されるまでの着信回数を確認します。 

メッセージがあるとき . 呼出回数2回で着信） ' 着信音び3回鳴った時点で、メッセージび 

メッセージがないとき . 呼出回数5回で着信 ） 録音されていないことびねかります。3回 

鳴った時点で電話を切れば通話料はかかり 
ません。2回鳴って電話びつなびったとを 
は、 U モート操作（防日-13〜已 -1 已ぺ一 
ジ）によって音声メッセージを確認ずるな 
ど、親機を操作することびできます。 


留守モード時のコール回教を「卜ールセーバ ー J 
にずるとさは 

① を巧す 

② またはス，'で「音関連設定」を還び、 ( g ) 
を押す 

③ ，またはス;|で「親機呼出音」を還び、 ( g ) 
を押す 

④ （▲，'，'またはス，'で「留守時〕ール回数」を逞 
び、 ( g ) を巧す 

⑤ ‘''、▲，'，'またはス，'で「卜-ルセ-パ'-」を選び、 
[ミ:巧を押す 

感感 を押す 




留守番電話 


留守に設定する 
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留守設定を解除して録音内容を聞< 


帰宅したあと留守設定を解除ずるだけで、留守中に録 
音されたメッセージを聞<ことがでをまず。 



1©を巧す 

留守設定中に録音びあ 
ると点滅しています。 

ィ-敎►時質） 

^ ,_,録音されている件数び表 

口 I 示されます。 

♦留守を解除すると、留守設定中にかかって 
きた録音内容を自動的に1回再生します。 

♦再生中は已-已ページと同じ操作で「早聞 
を」「遅聞さ」「次の録音にとばす 」 n 
つ前の録音に戻す」ことびできます。 
•録音内容を]件再生するごとに、録音され 
た曰時を音声でお知らせします。 
(タイムスタンプ） 

参留守設定を解除しなくても、留守録を聞く 
ことびでさます。 （ B ぞ已 -6 ぺージ） 

■規機のディスプレイに「受信 FAX があ日まず。 
• J と表示しているとをは 

送られてさたファクスびメモ U - に残っています。 
ずべての受信データを表示ずると「受信 FAX びあ 
ります。'''」の表示び消えます。 （ B を 4-17 ぺ一 
ジ） 



■ 


■ 留守ボタンび点;巧しているとをは 

♦留守設定中に1回点滅しているとをは、新し 
く入った録音びあります。また、メモ録音や 
通話録音び入ったとをも点滅します。 

♦留守を解除したあとでち、2回点滅しているとさ 
は、まだ再生していない（モ再生）録音（メモ録 
音や通話録音、留守録）びあります。 

再生ボタンを巧して約3秒け 上 再生すると再 
生済みになります。全て再生済みになると消 
口します。 （ B を己-己ぺージ） 

♦まだ再をしていない録音を聞くとさや、録音 
ををラー度聞さ直すとさは、「録音内容を再 
生する」（防己-己〜已 -7 ぺージ）の操作をし 
ます。 

費お知6せ 

• 一度聞いた不要な用件は消去してください。録音 
されている用件びをいと、メモ U —容量び少なく 
なり、新しく録音することやファクスを受けるこ 
とびでさな<なることびあります。 

•消去しない限り、新しく録音される用件は、前の 
用件の最後に続けて録音されます。 

• 親機の日付と時刻の設定びまちびっていると、ま 
ちびった日付と時刻び記録されます。（時亥隱定 
防1-3已ぺージ） 





5 



/: 


、 、 

A 





^ 〇©© 

〇 ©© の 
〇 ©© の 

0 000 

〇 〇 〇 〇 

。。。。風 


留守設定 L ソ降の再生について 

留守設定 


留守設定解除 




1件目 
再生スミ 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス S 

5件目 
未再生 

6件目1 
未再生1 

- H 


留守設定なをの録音を巧 
生します。留守設定じけを 
の録音びない場合は自動 
巧生はしません 


i をを途中でやめるとまは 

を押します。 



点滅 


9/ 1( B ) A 
4: 3も Dm • 


曲 

な 



なを > 

受信 FAX びあ D ます。授信 FA 




留守設定を解除して留守録を聞< 


留守番電話 


留守設定を解除して録音内容を聞< 
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録音内容を巧生する 


親機に録音されている内容（留守中に録音されたメッ 
セージや通話録音、メモ録音）を再生ずるとをの操作 
でず。 




爲 



受話器を置いたまま操作しまず。 


1@を巧す 


再生 


9月1日3： 00 PM 
内容:用件 再生:未 

1 件目再生中 

©— でなの録音,©…で前の塞 


>「留守」に設定しているときと、していな 
いとさでは再生する内容びをわります。 

(約3砂 LU 上再生した内容は再生ス S にな 
D ます。） 


I 再生を途中でやめるとまは 

厚止 

励 を押します。 


再生中に、@を巧す 

再生中に、（聲）を巧す（速<なる） 

畢 

わ5—度、@を巧す（遅<なる） 
もぅ一度、を巧す（もとに戻る） 


今聞いている録音を聞き直ずときは 


再生中に、@を巧す 


留守設定しているとき 
留守設定 


留守設定しソ後の録音を再 
生する（留守設定政撥の 
録音びない場合は1件目 
から再生） 

留守設定していないとき 


未再生の録音政後を再生する 
(未再をの録音びない場合は1件目から再生） 


再生中に、庐）を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生します。 

聞さたい録音まで戻ずとさは、更にくり返して 
0を押します。 (1 回押すごとに]件ずつ） 

3秒む上再生したあと、知う 
ボタンを2回続けて巧ずと 


1件目 
再をス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

巳件目 
未再生 

6件目 
未再生 


* 

♦ 

-1 


聞きたい録音まで戻すとき 
は、さらに任うをくり返し 

巧してデイスフレイで件数 
を確認する 


1つ刖の録音 
に戻る 


次の録音にとばずときは 


1つ前の録音に戻ずときは 


早聞をや遅聞をずるとをは 


] 件目 

2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

6件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再をス S 

未再生 

未再生 


] 件目 

2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

6件目 

毎生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


再生中は巧のような操作びでをます。 


■ 再ち中に電話びかかってきた百 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でさます。 


親機で録音内容を再生する 


録音内容を再生する 


留守番電話 
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録音巧客を再をする 


通話ボタンを消なさせた t 

I ( g ) を2回巧す 


• 「留守」に設定してし 
いときでは再生する P 
(約3砂しツ上再生した 
ります。） 

■ 再ちを途中でやめるとまは 

^を巧します。 


再生中に、苗)を巧す 


再生中に、を巧す 
もとに戻すとまは、も5-! 


再生中に、@を巧す 


た態で操作します。 



、るとをと、していな 
3容び変わります。 

:内容は再生ス5にな 


留守設定しているとを 

留守設定 


留守設定しソ後の録音を再 
生する（留守設定切搔の 
録音びない場合は 1 件目 
から再生） 

留守設定していないとき 


I ] 件目 
L 再生スミ 


2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

目件目 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


未再生の録音政後を再生する 
(未再生の録音びない場合は1件目か5再生) 


再生中は;夕のよラな操作がでをます。 - 

1つ前の録音に戻ずときは] 

再生中に、 （ g ) を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生します。 
聞きたい録音まで戻ずときは、更にくり返して 
^を巧します。 （1 回押すごとに1件ずつ） 

3砂な上再生したおと， (5 勾 

宜、を!。）を巧す ボタンを2回続けて巧ずと 


1件目 
再生スミ 

2件目 
未再生 

3件目 
捕生 

4件目 
再生スミ 

已件目 
未再生 

6件目 
未再生 


♦ 

♦ 

-1 


聞さたい録音まで戻すとさは、1つ前の録音 
さらに （^ i ) をくり返し押すに戻る 


早聞きずるときは 


巧の録音にとばずときは 


今聞いている録音を聞き直ずときは 


] 件目 

2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

6件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生ス S 

未再生 

未再生 


■ 再を中に電話がかかってをた6 

再生び止まって呼出音び聞こえます。このあと 
^を押すと通話でさます。 


をお知 S せ 

• 一度聞いた不要な用件は消去してください。（防已- 
8ページ）録音されている用件びをいと、メモリー 
容量びみなくなり、新しく録音することやファクス 
を受けることびでさなくなることびあります。 

•消去しない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 

参親機の日付と時刻の設定びまちびっていると、ま 
ちびった曰付と時刻び記録されます。（時刻設定 

防 1-35 ぺ-ジ） 5-7 


J モ機で録音内容を再生する 


<5 




留守番電話 


録音内容を再生する 






























































録音内容を消去ずる 


一般録音（留守中に録音されたメツセージや通話録 




キャッチ/消去 

〇 

LL 回保曲 I 


I 去しました 


音、メモ録音）を消去しまず。 




受話器を置いたまま操作します。 


キヤツチ/消ま___ 

eSi を巧す 


を種消去 
-mm 全消去 
着信記録全消去 
受信 WX 全消ま 
確認済受信 WX 全消去 
お断り番号全消去 
巧 > で選択， [!../ ミ夫眉でミ央定 


戻る 


3 〇を巧す 


:▲) または ： Tit 
卜般録音ミミ肖 
モ J を選び、 c ：:^ 
を巧す 


一般録音全ミ肖去 


ん ./ 決定]で消去します 


房る 


■ 規機のメモリーの巧量を巧認ずるとをは 
{メモリー巧量表示） 


广惟能涅択 

①らを巧す 

③ん I または i :' y ) で「メモ U - 残量表示」を選 
び、 潛 を巧す 


メモリー残量8 0 % 


厚止 


@@を押ず（待機画面に戻りまず） 


消したい録音を再生 
中に 

を2回巧す 


キヤツチ/消去 
〇 

回按肺 


2件目消去しました 



—艇録音をすべて消す 


録音を1つだけ消す 


© 〇 © © 
©©©の 
〇 © 〇 © 
8 0 0 0 0 


〇 

OAnM ^ 

〇 


録音内容を消去する 


留守番電話 
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応答メッセージを録音する 


I機能選択 

〇 


を巧す 


機能還択 
1 コピー 設定 
2 ノ Vンド コピー 
3着信記録 
4カレンダー機能 
已インク U ボン使用量 
巧>で選択， [!../ ミ夫眉でミ夫を 


面 S 


5リち)を巧してか 
5、ま話器で応 
答メッセージを 
話す 



:▲) または： ▼) で 
r オリジナル応 
對を選び、 

を巧す 

r 録音 J を選び、 
け 巧を巧す 


4ま話巧を取る 


オリジナル応答 


1録音 
2消去 
3再生 


巧>で還択，巧眉でミ央定 


面質 


-応答メッセージの例- 

「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
おりますので、ピーといラ音が鳴りま 
したら、メッセージをお言舌しください。 
ファクスを送られるときは、スタート 
ボタンを押してください。」 


受話器をお取りください 



録音び終わったら 

f ) を巧してか 
5、ま話巧を房 
す 


>録音したメッセージを再生します。 



■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 応答メッセージの巧客ををえるとをは 

録音した内容を消してから、ちつ一度録音します。 

■ 応答メッセージの内容を聞<とまは 

手順3で「再生」を還び、 eg ) を押します。 

才 U ジナルメッセージび再生されます。 

■ 応答メッセージをミ肖ずときは 

手順3で「消去」を還び、を押します。 


巧^お知6せ 

• 応答メッセージを録音すると、留守設定時には才 
U ジナルメッセージび流れまず。固定応答メッ 
セージに戻したいときは、録音した応答メッセー 
ジを消して < ださい。 

• 応答メッセージを録音していてを、ファクス受信 
でさなくなったとさや録音でさなくなった場合 
は、自動的に固定応答メッセージに切り替わりま 
す。記録紙やインクリボンをセットして受信内容 
をプ U ントしたあと、または用件を消去すると才 
U ジナルメッセージに戻ります。（陈=已 -3 ぺ一 
ジ） 


自分で応答メッセージを録音ずる 




留守設定したとをに流れる固定応答メッセージの代わ 
りに、自分でメッセージを1種類録音できまず。（才 
リジナルメッセージ）録音できる時間は他の録音と合 
わせて最大約12分でず。 


留守番電話 


自分で応答メッセ—ジを録音する 
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応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を設定しまず。 

留守モード時の呼出音の回数を01回か5吕己回まで設定することびでさます。 


登録 

〇 


「音関連設定」を還ぶ 


4> 懼守時コール回数」 

を選ぶ 


減 


臀 * 「親磯呼出音」を選ぶ> 

1:卜-ルセ-パ- ♦ ♦ 還 


:回数選択 I 






ダイヤルボタンで 0] —2已回を入力 
(工場出荷時は4回） 


Cl ^ 


停止 

(§ 


外出先から I 」モート操作するとさの暗証番号を設定します。 
•登録 暗証番号を登録します。 

-消去 登録した暗証番号を消去します。 


■ 途中でやめるとまは 

停止 

@を巧します。 


1つ前に戻るときは 


^0を押します。 


登録 

〇 




. r 詳細設定」 

を選ぶ 


n :背録 I 

2 :消去 


^ 「留守録暗証番号」を還ぶ > 硬 


Cl ^ 


ダイヤルボタンで4ケタ 
の暗証番号を入れる 

硬 ♦ 還 


停止 


啄 ♦ @ 


留守 モー ド時の コール 回数 


^留守機能をもっと便利に巧う 


留守モードでのコール回数などを設定することがでをまず。 

親機で設定します 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨンキーの ’:▲) または （▼) で還びます。 


登録設定 


登録設定 

1初期登録 

2から<り時計設定 

3音関連設定 

4画面設定 
已電話帳 

巧>で選択， [ L /; ま冠で決定 

を 2 回巧す 

1初期登録 

2からくり時計設定 

3音関連設定 

4画面設定 
己電話帳 

巧> で選択，[: ■■/ ず迅で決定 


' ' I '戻る 

' 1 1 '房る 


暗証番号 工場出荷時はに設定されています。 


はた6を手順 


留守機能をちつと便利に使ラ 


はた6き 


留守番電話 
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